
【個別施設計画総括表】

１ 計画期間 令和3年4月1日から令和37年3月31日まで

※必要に応じ適宜見直しを実施

２ 対象施設 本個別施設計画での対象施設は、次に示す施設とする。

No. 分類

1 バスシェルター

2 バスシェルター

3 バスシェルター

4 バスシェルター

5 バスシェルター

6 バスシェルター

7 バスシェルター

8 バスシェルター

9 バスシェルター

10 バスシェルター

11 バスシェルター

12 バス待合室等

13 バス待合室等

14 バス待合室等

15 バス待合室等

16 バス待合室等

17 バス待合室等

18 バス待合室等

19 バス待合室等

20 バス待合室等

21 バス待合室等

22 バス待合室等

23 バス待合室等

24 バス待合室等

25 バス待合室等

26 バス待合室等

27 バス待合室等

28 バス待合室等

29 施設等

30 施設等

31 施設等

稚内市公共施設等総合管理計画に基づく

「個別施設計画」（その他施設）

見直し

見直し

見直し

見直し

見直し

現状維持

はまなす１丁目バス待合室

空港公園前バス待合室

恵北バス待合室

樺岡バス待合室

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

稚内市ﾎﾟｰﾄｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

末広上屋1号

声問バス待合室

声問１丁目バス待合室

大規模草地入口バス待合室

現状維持

除却

除却

現状維持

更新

⾧寿命化

現状維持

基本的な方針

見直し

見直し

見直し

見直し

見直し

見直し

見直し

見直し

現状維持

現状維持

除却

現状維持

除却

現状維持

施設名

潮見３丁目バスシェルター

潮見１丁目バスシェルター

大黒４丁目バスシェルター

大黒３丁目バスシェルター

南稚内駅前バスシェルター

港５丁目バスシェルター

消防署前バスシェルタ−

港２丁目バスシェルター

中央５丁目バスシェルター

中央４丁目バスシェルター

中央３丁目バスシェルター

沼川バス待合所

新町バス待合室

はまなす３丁目バス待合室

はまなす団地バス待合室

天北小中学校バス待合室

曲渕バス待合室

声問局前バス待合室

声問橋バス待合室

恵北第２バス待合室

恵北公衆トイレ

稚内市地方卸売市場



32 施設等

33 施設等

34 施設等

35 施設等

36 施設等

37 施設等

38 施設等

39 施設等

40 施設等

41 施設等

42 施設等

43 施設等

44 教員住宅

45 教員住宅

46 教員住宅

47 教員住宅

48 教員住宅

49 教員住宅

50 教員住宅

51 教員住宅

52 教員住宅

53 教員住宅

54 教員住宅

55 教員住宅

56 教員住宅

57 教員住宅

58 教員住宅

59 教員住宅

60 教員住宅

61 教員住宅

62 教員住宅

63 教員住宅

64 教員住宅

65 教員住宅

66 教員住宅

67 教員住宅

68 教員住宅

69 教員住宅

70 教員住宅

71 教員住宅

72 教員住宅

除却

除却

除却

除却

除却

除却

除却

除却

更新

除却

Ｈ−７大岬小学校教員住宅

H２９−大岬小学校教員住宅

ゲストハウス氷雪（※稚内公園内）

稚内公園休憩所（※稚内公園内）

普通財産（稚内副港市場 石蔵）

更新

現状維持

更新

更新

更新

除却

除却

除却

宗谷岬展望台（※宗谷岬公園内）

現状維持

更新

現状維持

更新

現状維持

末広上屋2号

稚内港港湾管理事務所

稚内港国際旅客ターミナル

稚内聖苑

更新

除却

除却

除却

除却

各種見直し

⾧寿命化

除却

更新

除却

除却

除却

更新

更新

更新

除却

現状維持

除却

Ｈ−６宗谷小学校教員住宅

Ｈ−７宗谷小学校教員住宅

５３−西小中学校教員住宅（豊浜）

５４−西小中学校教員住宅（豊浜）

５６−西小中学校教員住宅（豊浜）

５８−西小中学校教員住宅（豊浜）

稚内市健康増進センター

稚内市日ロ友好会館

R3 大岬小学校教員住宅

稚内市有市場

５７−宗谷小学校教員住宅（宗谷）

５９−宗谷小学校教員住宅（宗谷）

ゲストハウストナカイ（※メグマ沼自然公園内）

55-上勇知小中学校教員住宅（上勇知）

59-上勇知小中学校教員住宅（上勇知）

54-下勇知小中学校教員住宅（下勇知）

Ｈ−１０下勇知小中学校教員住宅

６０−大岬小学校教員住宅（大岬）

６２−大岬小学校教員住宅（大岬）

Ｈ−５大岬小学校教員住宅

５７−潮見５−２−２１教員住宅（補）

５６−富岡５−４−２教員住宅（補）

５７−富岡５−４−１教員住宅（補）

Ｈ−１２富岡４−３−９（潮小）教員住宅

４９−宝来５−８−１４教員住宅（補）

５９−西小中学校教員住宅（富士見５）

５８−若葉台教員住宅（補）

５８−若葉台教員住宅（補）

５９−若葉台教員住宅（補）

５９−若葉台教員住宅（補）

６３−若葉台教員住宅（補）



73 教員住宅

74 教員住宅

75 教員住宅

76 教員住宅

77 教員住宅

78 教員住宅

79 教員住宅

80 教員住宅

81 教員住宅

82 教員住宅

83 教員住宅

84 教員住宅

85 教員住宅

86 教員住宅

87 教員住宅

88 教員住宅

89 教員住宅

90 教員住宅

91 教員住宅

92 教員住宅

93 教員住宅

94 教員住宅

95 教員住宅

96 教員住宅

97 教員住宅

98 教員住宅

99 教員住宅

100 教員住宅

101 教員住宅

102 教員住宅

103 教員住宅

104 教員住宅

105 教員住宅

106 教員住宅

107 教員住宅

108 教員住宅

109 教員住宅

110 教員住宅

111 教員住宅

112 教員住宅

113 教員住宅

更新

更新

更新

更新

更新

除却

更新

更新

更新

更新

更新

除却

除却

更新

更新

除却

除却

除却

更新

除却

除却

除却

除却

現状維持

除却

除却

除却

除却

除却

除却

更新

除却

除却

除却

更新

更新

除却

更新

除却

現状維持

除却

５１−宝来５−８−７教員住宅（補）

６１−東浦小中学校教員住宅（東浦）

６３−こまどり３−２−２教員住宅（補）

Ｈ−１宗谷中学校教員住宅

Ｈ−２宗谷中学校教員住宅

Ｈ−５宗谷中学校教員住宅

Ｈ−６宗谷中学校教員住宅

６１−富磯小学校教員住宅（富磯）

Ｈ−１富磯小学校教員住宅

Ｈ−３富磯小学校教員住宅

Ｈ−５富磯小学校教員住宅

Ｈ−７富磯小学校教員住宅

Ｈ−８富磯小学校教員住宅

Ｈ−２西小学校教員住宅

Ｈ−２声問小学校教員住宅

Ｈ−９声問小学校教員住宅

Ｈ−９声問小学校教員住宅２

Ｈ−４上勇知小学校教員住宅

Ｈ−９上勇知小学校教員住宅

Ｈ−７宗谷中学校教員住宅

Ｈ−１０宗谷中学校教員住宅

Ｈ−１緑５−２３教員住宅

Ｈ２１−緑１−２５６１教員住宅

Ｈ−２緑５東小学校教員住宅

Ｈ２８−東小学校教員住宅

Ｈ−５はまなす地区教員住宅（南小・潮小）

Ｈ−５はまなす地区教員住宅（潮見小）

Ｈ−７はまなす地区教員住宅

Ｈ−８はまなす地区教員住宅

Ｈ−５宝来地区教員住宅（中央小・南中）

Ｈ−６宝来地区教員住宅

稚内東中学校教員住宅

Ｈ−４稚内東中学校教員住宅

Ｈ−１２稚内東中学校教員住宅

Ｈ−４上勇知中学校教員住宅

Ｈ−５はまなす教員住宅（東小・南中）

Ｈ−７宝来地区教員住宅

Ｈ−６増幌小学校教員住宅

Ｈ−７増幌小学校教員住宅

Ｈ−６東浦小学校教員住宅

Ｈ−６こまどり地区教員住宅



114 教員住宅

115 教員住宅

116 教員住宅

117 教員住宅

118 教員住宅

119 教員住宅

120 教員住宅

121 教員住宅

122 教員住宅

123 教員住宅

124 教員住宅

125 教員住宅

126 教員住宅

127 教員住宅

128 教員住宅

129 教員住宅

130 教員住宅

131 教員住宅

132 教員住宅

133 教員住宅

134 教員住宅

135 教員住宅

136 教員住宅

137 教員住宅

138 教員住宅

139 教員住宅

140 教員住宅

141 教員住宅

142 教員住宅

143 その他普通財産等

144 その他普通財産等

145 その他普通財産等

146 その他普通財産等

147 その他普通財産等

148 その他普通財産等

149 その他普通財産等

150 その他普通財産等

151 その他普通財産等

152 その他普通財産等

153 その他普通財産等

154 その他普通財産等

除却

除却

除却

H11下勇知住宅 現状維持

更新

除却

更新

除却

更新

更新

更新

除却

現状維持

現状維持

更新

更新

除却

現状維持

除却

更新

除却

除却

現状維持

除却

更新

更新

更新

Ｈ−８南小学校教員住宅

Ｈ−１２稚内南小学校教員住宅

Ｈ−１２稚内南小学校教員住宅

潮見地区教員住宅

Ｈ−８稚内中学校教員住宅

Ｈ−１４稚内中学校教員住宅

Ｈ−９天北中学校教員住宅

Ｈ−９下勇知小学校教員住宅

Ｈ２５−潮見が丘小学校教員住宅

Ｈ−８こまどり地区教員住宅

Ｈ−６沼川地区教員住宅

Ｈ−８沼川小学校教員住宅

Ｈ−１１沼川小学校教員住宅

Ｈ−７沼川中学校教員住宅

Ｈ−９沼川中学校教員住宅

H-9稚内港小学校教員住宅

Ｈ９−下勇知住宅

稚内南中学校教員住宅

Ｈ２４−稚内南中学校教員住宅

H5更喜苫内住宅

H8抜海住宅

S60抜海住宅

S63抜海住宅

H11下勇知住宅

H7上勇知住宅

57-増幌小中学校教員住宅（恵北）

49-上修徳小中学校教員住宅（天興）

宗谷住宅（旧支所⾧宅）

H10稚内西中学校住宅

潮見が丘小学校教員住宅

H12東浦住宅

H11東浦住宅

H7東浦住宅

H２６−宝来教員住宅

H３０−潮見ヶ丘中学校教員住宅

Ｈ２２−中央小学校教員住宅

55-上声問小学校教員住宅（上声問）

Ｈ−３増幌小中学校教員住宅 更新

54-樺岡小中学校教員住宅（樺岡） 除却

R2−潮見ヶ丘中学校教員住宅 現状維持

現状維持

除却

除却

除却

除却

除却

除却

除却

除却

除却

除却



155 その他普通財産等

156 その他普通財産等

157 その他普通財産等

158 その他普通財産等

159 その他普通財産等

160 その他普通財産等

161 その他普通財産等

162 その他普通財産等

163 その他普通財産等

164 その他普通財産等

165 その他普通財産等

166 その他普通財産等

167 その他普通財産等

168 その他普通財産等

169 その他普通財産等

170 その他普通財産等

171 その他普通財産等

172 その他普通財産等

173 その他普通財産等

174 その他普通財産等

175 その他普通財産等

176 その他普通財産等

177 その他普通財産等

178 その他普通財産等

179 その他普通財産等

180 その他普通財産等

181 その他普通財産等

182 その他普通財産等

183 その他普通財産等

184 その他普通財産等

185 その他普通財産等

186 その他普通財産等

187 その他普通財産等

188 その他普通財産等

189 その他普通財産等

190 その他普通財産等

191 その他普通財産等

192 その他普通財産等

稚内富士見簡易郵便局 現状維持

犬舎 現状維持

除却

旧社会教育センター北分館 除却

旧海員会館 各種見直し

旧メグマ沼展望休憩施設 各種見直し

旧カネショク稚内事業所 除却

研究センターリャビーナ旧船員保険寮 除却

稚内富磯簡易郵便局 現状維持

S60声問住宅

S50こまどり住宅

S51緑住宅

除却

除却

寿の家（声問）

恵北住宅

H3上声問住宅

除却

除却S51曲渕住宅

除却

除却

H6天興住宅

H8天興住宅

H3沼川住宅

S55沼川住宅

S54沼川住宅

S53沼川住宅

除却

稚内市移住体験住宅（西浜１号） 現状維持

稚内市移住体験住宅（更喜苫内１号） 現状維持

稚内市物品庫（旧温泉） 除却

稚内市倉庫（旧富士見園） 除却

旧清掃事業所事務所 除却

旧稚内市労働会館 現状維持

旧道漁連工場 除却

ノース工房（旧北保育所） 除却

郷土資料館倉庫 除却

稚内市シルバー人材センター 除却

H13下勇知住宅

H4曲渕住宅

S54曙住宅

S57曙住宅

除却

除却

H9樺岡住宅

H7樺岡住宅

S58樺岡住宅

除却

除却

除却

除却

除却

除却

除却

除却

除却

除却



３ 管理に関する方針

施設の機能、役割等に応じ、より効率的で経済的な管理運営を目指すとともに、適正な維持管理

を行い、既存施設を有効活用していきます。

老朽化が著しい施設については、機能を代替できる類似施設・近隣施設との統合などを検討して

いきます。



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 1 用途分類 その他施設 所管課 生活衛生 市民生活Ｇ 担当
施設名称 潮見３丁目バスシェルター 所在地 潮見３丁目（26-６地先）

設置根拠
条例・規則・

要綱等

建物

棟数 1棟 所有形態 市

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

土地
敷地面積 12.00㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 用途地域外 建蔽率 容積率

市ほか
延床面積 12.00㎡ 築年月

所有者名

耐用年数 経過年数 30年
主構造平成２年12月

バリアフリー

等対応状況

玄関 −無 通路 −無 階段

鉄骨
耐震性能 新耐震

無
建築基準法第12条点検データ 無
地上 1階 地下

防災倉庫 指定避難所 指定無

−無 建物内段差 −無
下水道 − 合併浄化槽 単独浄化槽

- 非常用井戸

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 潮見３丁目 施設までの所要時間（分） 0分
駐車場 自動車 0台 原付・バイク

ＡＥＤ −無ＷＣ −無 ＥＶ −無 標示 −無

− 指定避難場所 指定無

備考
使用料

0台 自転車 0台

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度

事業収入

その他

指定管理料
運営委託料

計 0 0 0 0
光熱水費
修繕費

人件費
その他

事業費

支出
建物保険料

0 0

工事費

施設管理委託料

計 0 25,700

使用料・賃借料

0 25,700 0 0

収支 金額 0 -25,700 0 0



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

年度 金額 内容 年度 金額 内容

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

稼働率

利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

利用可能コマ数

利用者数

基本的な方針 見直し

老朽化が進んでおり将来的に修繕又は更新が必要であるが、積雪・強風といった本市特有の気候や人口減少に伴う利用

者の減少などを鑑み、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

利用者数

利用コマ数

年間

利用

状況
利用可能コマ数

稼働率

２ 管理に関する基本的な方針

利用コマ数

(2)公民連携の検討について

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について



R6

３ 目標使用年数

本施設は鉄骨構造で建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

R10

R11

基本的には大規模改修は行わず、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進め

る。

他のバスシェルター等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

R4

R5

R7

R9

R8

合 計 0

R15

R12

R13

R14

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 2 用途分類 その他施設 所管課 生活衛生 市民生活Ｇ 担当
施設名称 潮見１丁目バスシェルター 所在地 潮見１丁目（１-54地先）

設置根拠
条例・規則・

要綱等

地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

用途地域外 建蔽率 容積率

市 所有者名

土地
敷地面積 6.00㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域

鉄骨
棟数 1棟 所有形態

耐震性能 新耐震耐用年数 経過年数 30年

市ほか
延床面積 6.00㎡ 築年月 平成２年12月 主構造

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

原付・バイク 0台 自転車

単独浄化槽
バリアフリー

等対応状況 −無 ＡＥＤ
玄関 −無 通路 −無 階段

駐車場 自動車

−無

下水道 − 合併浄化槽

0台

−無 建物内段差 −無
ＷＣ

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 潮見１丁目 施設までの所要時間（分） 0分
ＥＶ −無 標示 −無

建物

0台

令和2年度 備考

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料
運営委託料

使用料

事業費

0
その他

0 0

計 0 0 0
光熱水費

施設管理委託料

修繕費

使用料・賃借料

建物保険料

その他 25,700

支出

計 0 25,700

工事費
人件費

収支 金額 0 -25,700 0 0



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

内容年度 金額 内容 年度 金額

定員 市民以外利用 市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

休館日
利用者属性

稼働率

利用者数
利用可能コマ数

利用者数

利用コマ数
稼働率

利用コマ数

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

老朽化が進んでおり将来的に修繕又は更新が必要であるが、積雪・強風といった本市特有の気候や人口減少に伴う利用

者の減少などを鑑み、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

年間

利用

状況

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 見直し

利用可能コマ数



３ 目標使用年数

本施設は鉄骨構造で建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進め

る。

他のバスシェルター等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

R7

R5

R6

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R12

R10

６ 管理に関する実施計画

R4

R3

R14

R8

R13

R11

R9

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 3 用途分類 その他施設 所管課 生活衛生課 市民生活Ｇ 担当
施設名称 大黒４丁目バスシェルター 所在地 大黒４丁目（25-５地先）

設置根拠
条例・規則・

要綱等

地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

用途地域外 建蔽率 容積率

市 所有者名

土地
敷地面積 12.00㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域

鉄骨
棟数 1棟 所有形態

耐震性能 新耐震耐用年数 経過年数 30年

市ほか
延床面積 12.00㎡ 築年月 平成２年12月 主構造

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

原付・バイク 0台 自転車

単独浄化槽
バリアフリー

等対応状況 −無 ＡＥＤ
玄関 −無 通路 −無 階段

駐車場 自動車

−無

下水道 − 合併浄化槽

0台

−無 建物内段差 −無
ＷＣ

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 大黒４丁目 施設までの所要時間（分） 0分
ＥＶ −無 標示 −無

建物

0台

令和2年度 備考

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料
運営委託料

使用料

事業費

0
その他

0 0

計 0 0 0
光熱水費

施設管理委託料

修繕費

使用料・賃借料

建物保険料

その他 25,700

支出

計 0 25,700

工事費
人件費

収支 金額 0 -25,700 0 0



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

内容年度 金額 内容 年度 金額

定員 市民以外利用 市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

休館日
利用者属性

稼働率

利用者数
利用可能コマ数

利用者数

利用コマ数
稼働率

利用コマ数

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

老朽化が進んでおり将来的に修繕又は更新が必要であるが、積雪・強風といった本市特有の気候や人口減少に伴う利用

者の減少などを鑑み、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

年間

利用

状況

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 見直し

利用可能コマ数



３ 目標使用年数

本施設は鉄骨構造で建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進め

る。

他のバスシェルター等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

R7

R5

R6

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R12

R10

６ 管理に関する実施計画

R4

R3

R14

R8

R13

R11

R9

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 4 用途分類 その他施設 所管課 生活衛生 市民生活Ｇ 担当
施設名称 大黒３丁目バスシェルター 所在地 大黒３丁目（７-33地先）

設置根拠
条例・規則・

要綱等

地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

用途地域外 建蔽率 容積率

市 所有者名

土地
敷地面積 6.00㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域

鉄骨
棟数 1棟 所有形態

耐震性能 新耐震耐用年数 経過年数 30年

市ほか
延床面積 6.00㎡ 築年月 平成２年12月 主構造

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

原付・バイク 0台 自転車

単独浄化槽
バリアフリー

等対応状況 −無 ＡＥＤ
玄関 −無 通路 −無 階段

駐車場 自動車

−無

下水道 − 合併浄化槽

0台

−無 建物内段差 −無
ＷＣ

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 大黒３丁目 施設までの所要時間（分） 0分
ＥＶ −無 標示 −無

建物

0台

令和2年度 備考

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料
運営委託料

使用料

事業費

0
その他

0 0

計 0 0 0
光熱水費

施設管理委託料

修繕費

使用料・賃借料

建物保険料

その他 0 25,700

支出

計 0 25,700
0 0

工事費
人件費

収支 金額 0 -25,700 0 0



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

内容年度 金額 内容 年度 金額

定員 市民以外利用 市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

休館日
利用者属性

稼働率

利用者数
利用可能コマ数

利用者数

利用コマ数
稼働率

利用コマ数

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

老朽化が進んでおり将来的に修繕又は更新が必要であるが、積雪・強風といった本市特有の気候や人口減少に伴う利用

者の減少などを鑑み、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

年間

利用

状況

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 見直し

利用可能コマ数



３ 目標使用年数

本施設は鉄骨構造で建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進め

る。

他のバスシェルター等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

R7

R5

R6

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R12

R10

６ 管理に関する実施計画

R4

R3

R14

R8

R13

R11

R9

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 5 用途分類 その他施設 所管課 生活衛生 市民生活Ｇ 担当
施設名称 南稚内駅前バスシェルター 所在地 大黒２丁目（８-３地先）

設置根拠
条例・規則・

要綱等

地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

近隣商業地域 建蔽率 容積率

市 所有者名

土地
敷地面積 12.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域

鉄骨
棟数 1棟 所有形態

耐震性能 新耐震耐用年数 経過年数 30年

市ほか
延床面積 12.00㎡ 築年月 平成２年12月 主構造

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

原付・バイク 0台 自転車

単独浄化槽
バリアフリー

等対応状況 −無 ＡＥＤ
玄関 −無 通路 −無 階段

駐車場 自動車

−無

下水道 − 合併浄化槽

0台

−無 建物内段差 −無
ＷＣ

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 南稚内駅前 施設までの所要時間（分） 0分
ＥＶ −無 標示 −無

建物

0台

令和2年度 備考

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料
運営委託料

使用料

事業費

0
その他

0 0

計 0 0 0
光熱水費

施設管理委託料

修繕費

使用料・賃借料

建物保険料

その他 0 25,700

支出

計 0 25,700
0 0

工事費
人件費

収支 金額 0 -25,700 0 0



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

内容年度 金額 内容 年度 金額

定員 市民以外利用 市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

休館日
利用者属性

稼働率

利用者数
利用可能コマ数

利用者数

利用コマ数
稼働率

利用コマ数

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

老朽化が進んでおり将来的に修繕又は更新が必要であるが、積雪・強風といった本市特有の気候や人口減少に伴う利用

者の減少などを鑑み、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

年間

利用

状況

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 見直し

利用可能コマ数



３ 目標使用年数

本施設は鉄骨構造で建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進め

る。

他のバスシェルター等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

R7

R5

R6

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R12

R10

６ 管理に関する実施計画

R4

R3

R14

R8

R13

R11

R9

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 6 用途分類 その他施設 所管課 生活衛生 市民生活Ｇ 担当
施設名称 港５丁目バスシェルター 所在地 港５丁目（34-14地先）

設置根拠
条例・規則・

要綱等

地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

用途地域外 建蔽率 容積率

市 所有者名

土地
敷地面積 6.00㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域

鉄骨
棟数 1棟 所有形態

耐震性能 新耐震耐用年数 経過年数 30年

市ほか
延床面積 6.00㎡ 築年月 平成２年12月 主構造

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

原付・バイク 0台 自転車

単独浄化槽
バリアフリー

等対応状況 −無 ＡＥＤ
玄関 −無 通路 −無 階段

駐車場 自動車

−無

下水道 − 合併浄化槽

0台

−無 建物内段差 −無
ＷＣ

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 港５丁目 施設までの所要時間（分） 0分
ＥＶ −無 標示 −無

建物

0台

令和2年度 備考

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料
運営委託料

使用料

事業費

0
その他

0 0

計 0 0 0
光熱水費

施設管理委託料

修繕費

使用料・賃借料

建物保険料

その他 0 25,700

支出

計 0 25,700
0 0

工事費
人件費

収支 金額 0 -25,700 0 0



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

内容年度 金額 内容 年度 金額

定員 市民以外利用 市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

休館日
利用者属性

稼働率

利用者数
利用可能コマ数

利用者数

利用コマ数
稼働率

利用コマ数

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

老朽化が進んでおり将来的に修繕又は更新が必要であるが、積雪・強風といった本市特有の気候や人口減少に伴う利用

者の減少などを鑑み、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

年間

利用

状況

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 見直し

利用可能コマ数



３ 目標使用年数

本施設は鉄骨構造で建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進め

る。

他のバスシェルター等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

R7

R5

R6

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R12

R10

６ 管理に関する実施計画

R4

R3

R14

R8

R13

R11

R9

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 7 用途分類 その他施設 所管課 生活衛生 市民生活Ｇ 担当
施設名称 消防署前バスシェルタ− 所在地 港５丁目59-５地先

設置根拠
条例・規則・

要綱等

地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

用途地域外 建蔽率 容積率

市 所有者名

土地
敷地面積 6.00㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域

鉄骨
棟数 1棟 所有形態

耐震性能 新耐震耐用年数 経過年数 30年

市ほか
延床面積 6.00㎡ 築年月 平成２年12月 主構造

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

原付・バイク 0台 自転車

単独浄化槽
バリアフリー

等対応状況 −無 ＡＥＤ
玄関 −無 通路 −無 階段

駐車場 自動車

−無

下水道 − 合併浄化槽

0台

−無 建物内段差 −無
ＷＣ

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 消防署前 施設までの所要時間（分） 0分
ＥＶ −無 標示 −無

建物

0台

令和2年度 備考

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料
運営委託料

使用料

事業費

0
その他

0 0

計 0 0 0
光熱水費

施設管理委託料

修繕費

使用料・賃借料

建物保険料

その他

支出

計 0 0

工事費
人件費

収支 金額 0 0 0 0



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

内容年度 金額 内容 年度 金額

定員 市民以外利用 市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

休館日
利用者属性

稼働率

利用者数
利用可能コマ数

利用者数

利用コマ数
稼働率

利用コマ数

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

老朽化が進んでおり将来的に修繕又は更新が必要であるが、積雪・強風といった本市特有の気候や人口減少に伴う利用

者の減少などを鑑み、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

年間

利用

状況

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 見直し

利用可能コマ数



３ 目標使用年数

本施設は鉄骨構造で建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進め

る。

他のバスシェルター等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

R7

R5

R6

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R12

R10

６ 管理に関する実施計画

R4

R3

R14

R8

R13

R11

R9

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 8 用途分類 その他施設 所管課 生活衛生 市民生活Ｇ 担当
施設名称 港２丁目バスシェルター 所在地 港２丁目2212-２地先

設置根拠
条例・規則・

要綱等

地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

用途地域外 建蔽率 容積率

市 所有者名

土地
敷地面積 6.00㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域

鉄骨
棟数 1棟 所有形態

耐震性能 新耐震耐用年数 経過年数 30年

市ほか
延床面積 6.00㎡ 築年月 平成２年12月 主構造

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

原付・バイク 0台 自転車

単独浄化槽
バリアフリー

等対応状況 −無 ＡＥＤ
玄関 −無 通路 −無 階段

駐車場 自動車

−無

下水道 − 合併浄化槽

0台

−無 建物内段差 −無
ＷＣ

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 港２丁目 施設までの所要時間（分） 0分
ＥＶ −無 標示 −無

建物

0台

令和2年度 備考

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料
運営委託料

使用料

事業費

0
その他

0 0

計 0 0 0
光熱水費

施設管理委託料

修繕費

使用料・賃借料

建物保険料

その他 0 25,700

支出

計 0 25,700
0 0

工事費
人件費

収支 金額 0 -25,700 0 0



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

内容年度 金額 内容 年度 金額

定員 市民以外利用 市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

休館日
利用者属性

稼働率

利用者数
利用可能コマ数

利用者数

利用コマ数
稼働率

利用コマ数

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

老朽化が進んでおり将来的に修繕又は更新が必要であるが、積雪・強風といった本市特有の気候や人口減少に伴う利用

者の減少などを鑑み、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

年間

利用

状況

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 見直し

利用可能コマ数



３ 目標使用年数

本施設は鉄骨構造で建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進め

る。

他のバスシェルター等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

R7

R5

R6

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R12

R10

６ 管理に関する実施計画

R4

R3

R14

R8

R13

R11

R9

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 9 用途分類 その他施設 所管課 生活衛生課 市民生活Ｇ 担当
施設名称 中央５丁目バスシェルター 所在地 中央５丁目2200-７地先

設置根拠
条例・規則・

要綱等

地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

用途地域外 建蔽率 容積率

市 所有者名

土地
敷地面積 6.00㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域

鉄骨
棟数 1棟 所有形態

耐震性能 新耐震耐用年数 経過年数 30年

市ほか
延床面積 6.00㎡ 築年月 平成２年12月 主構造

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定避難所

原付・バイク 0台 自転車

単独浄化槽
バリアフリー

等対応状況 −無 ＡＥＤ
玄関 −無 通路 −無 階段

駐車場 自動車

−無

下水道 − 合併浄化槽

0台

−無 建物内段差 −無
ＷＣ

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 中央５丁目 施設までの所要時間（分） 0分
ＥＶ −無 標示 −無

建物

0台

令和2年度 備考

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料
運営委託料

使用料

事業費

0
その他

0 0

計 0 0 0
光熱水費

施設管理委託料

修繕費

使用料・賃借料

建物保険料

その他 0 25,700

支出

計 0 25,700
0 0

工事費
人件費

収支 金額 0 -25,700 0 0



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

内容年度 金額 内容 年度 金額

定員 市民以外利用 市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

休館日
利用者属性

稼働率

利用者数
利用可能コマ数

利用者数

利用コマ数
稼働率

利用コマ数

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

老朽化が進んでおり将来的に修繕又は更新が必要であるが、積雪・強風といった本市特有の気候や人口減少に伴う利用

者の減少などを鑑み、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

年間

利用

状況

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 見直し

利用可能コマ数



３ 目標使用年数

本施設は鉄骨構造で建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進め

る。

他のバスシェルター等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

R7

R5

R6

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R12

R10

６ 管理に関する実施計画

R4

R3

R14

R8

R13

R11

R9

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 10 用途分類 その他施設 所管課 生活衛生 市民生活Ｇ 担当
施設名称 中央４丁目バスシェルター 所在地 中央４丁目2027-７地先

設置根拠
条例・規則・

要綱等

地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

用途地域外 建蔽率 容積率

市 所有者名

土地
敷地面積 6.00㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域

鉄骨
棟数 1棟 所有形態

耐震性能 新耐震耐用年数 経過年数 30年

市ほか
延床面積 6.00㎡ 築年月 平成２年12月 主構造

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

原付・バイク 0台 自転車

単独浄化槽
バリアフリー

等対応状況 −無 ＡＥＤ
玄関 −無 通路 −無 階段

駐車場 自動車

−無

下水道 − 合併浄化槽

0台

−無 建物内段差 −無
ＷＣ

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 中央４丁目 施設までの所要時間（分） 0分
ＥＶ −無 標示 −無

建物

0台

令和2年度 備考

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料
運営委託料

使用料

事業費

0
その他

0 0

計 0 0 0
光熱水費

施設管理委託料

修繕費

使用料・賃借料

建物保険料

その他 0 25,700

支出

計 0 25,700
0 0

工事費
人件費

収支 金額 0 -25,700 0 0



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

内容年度 金額 内容 年度 金額

定員 市民以外利用 市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

休館日
利用者属性

稼働率

利用者数
利用可能コマ数

利用者数

利用コマ数
稼働率

利用コマ数

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

老朽化が進んでおり将来的に修繕又は更新が必要であるが、積雪・強風といった本市特有の気候や人口減少に伴う利用

者の減少などを鑑み、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

年間

利用

状況

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 見直し

利用可能コマ数



３ 目標使用年数

本施設は鉄骨構造で建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進め

る。

他のバスシェルター等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

R7

R5

R6

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R12

R10

６ 管理に関する実施計画

R4

R3

R14

R8

R13

R11

R9

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 11 用途分類 その他施設 所管課 生活衛生課 市民生活Ｇ 担当
施設名称 中央３丁目バスシェルター 所在地 中央３丁目2020-３地先

設置根拠
条例・規則・

要綱等

地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者

用途地域外 建蔽率 容積率

市 所有者名

土地
敷地面積 6.00㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域

鉄骨
棟数 1棟 所有形態

耐震性能 新耐震耐用年数 経過年数 30年

市ほか
延床面積 6.00㎡ 築年月 平成２年12月 主構造

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定避難所

原付・バイク 0台 自転車

単独浄化槽
バリアフリー

等対応状況 −無 ＡＥＤ
玄関 −無 通路 −無 階段

駐車場 自動車

−無

下水道 − 合併浄化槽

0台

−無 建物内段差 −無
ＷＣ

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 中央３丁目 施設までの所要時間（分） 0分
ＥＶ −無 標示 −無

建物

0台

令和2年度 備考

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料
運営委託料

使用料

事業費

0
その他

0 0

計 0 0 0
光熱水費

施設管理委託料

修繕費

使用料・賃借料

建物保険料

その他 0 25,700

支出

計 0 25,700
0 0

工事費
人件費

収支 金額 0 -25,700 0 0



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

内容年度 金額 内容 年度 金額

定員 市民以外利用 市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

休館日
利用者属性

稼働率

利用者数
利用可能コマ数

利用者数

利用コマ数
稼働率

利用コマ数

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

老朽化が進んでおり将来的に修繕又は更新が必要であるが、積雪・強風といった本市特有の気候や人口減少に伴う利用

者の減少などを鑑み、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

年間

利用

状況

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 見直し

利用可能コマ数



３ 目標使用年数

本施設は鉄骨構造で建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず、当該バス停留所におけるシェルターの必要性について、関係者と協議・検討を進め

る。

他のバスシェルター等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

R7

R5

R6

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R12

R10

６ 管理に関する実施計画

R4

R3

R14

R8

R13

R11

R9

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

28,800 28,800
130,800 130,800

支出

計 129,600 129,600

人件費

修繕費

使用料・賃借料

計 0 0

施設管理委託料 64,800 64,800

収支 金額 -129,600 -129,600 -130,800 -130,800

その他 28,800 28,800

建物保険料
工事費

光熱水費 36,000

事業費

36,000 36,00036,000

66,000 66,000

0 0

指定管理料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 沼川 施設までの所要時間（分）

0台

収入

平成29年度

運営委託料
その他

指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

×未対応
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

−

−無
−無 建物内段差 ×未対応

ＷＣ

事業収入

令和2年度 備考
使用料

0分

平成30年度 令和1年度

経過年数 28年

棟数 1棟 所有形態

耐震性能

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

0台 原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 5人槽下水道

その他規制

市ほか
用途地域

管理形態 運営委託 管理者 沼川町内会

指定無− 指定避難場所

新耐震

市ほか
延床面積 20.34㎡ 築年月 平成４年12月 主構造 木造

無

市 所有者名

耐用年数

設置根拠
条例・規則・

要綱等

生活衛生 市民生活Ｇ 担当

用途地域外 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物

土地
敷地面積 20.34㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 12 用途分類 その他施設 所管課
施設名称 沼川バス待合所 所在地 大字声問村字沼川2428地先



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 見直し

冬季間の凍上が原因でトイレ等が故障している状態であるが、凍上を防ぐ等の根本的な解決には大規模な改修が必要と

なることから、施設規模の縮小などについて関係者と協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用コマ数

年間

利用

状況

利用者数

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率

4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

令和2年度平成29年度 平成30年度 令和1年度

利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R7

R8

R10

R9

R12

R11

R6

R5

R4

R3

３ 目標使用年数

本施設は木造構造で建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

待合スペースの利用に支障を来さない故障については修繕を行わず、施設規模の縮小などについて関係者と協議・検討

を進める。

他のバス待合所等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

28,800 28,800
130,800 130,800

支出

計 129,600 129,600

人件費

修繕費

使用料・賃借料

計 0 0

施設管理委託料 64,800 64,800

収支 金額 -129,600 -129,600 -130,800 -130,800

その他 28,800 28,800

建物保険料
工事費

光熱水費 36,000

事業費

36,000 36,00036,000

66,000 66,000

0 0

指定管理料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 新町 施設までの所要時間（分）

0台

収入

平成29年度

運営委託料
その他

指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

×未対応
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

−

−無
−無 建物内段差 ×未対応

ＷＣ

事業収入

令和2年度 備考
使用料

0分

平成30年度 令和1年度

経過年数 28年

棟数 1棟 所有形態

耐震性能

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

0台 原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 5人槽下水道

その他規制

市ほか
用途地域

管理形態 運営委託 管理者 曲渕町内会

指定無− 指定避難場所

新耐震

市ほか
延床面積 20.34㎡ 築年月 平成４年12月 主構造 木造

無

市 所有者名

耐用年数

設置根拠
条例・規則・

要綱等

生活衛生 市民生活Ｇ 担当

用途地域外 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物

土地
敷地面積 20.34㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 13 用途分類 その他施設 所管課
施設名称 新町バス待合室 所在地 大字声問村字上声問原野2962-10地先



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 見直し

電気設備が故障し、トイレ等が使用できない状態であるが、地域住民の利用が皆無に等しいことから、除却又は規模の

縮小などについて関係者と協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用コマ数

年間

利用

状況

利用者数

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率

4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

令和2年度平成29年度 平成30年度 令和1年度

利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R7

R8

R10

R9

R12

R11

R6

R5

R4

R3

３ 目標使用年数

本施設は木造構造で建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

待合スペースの利用に支障を来さない故障については修繕を行わず、施設規模の縮小などについて関係者と協議・検討

を進める。

他のバス待合所等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

35,000 35,000

支出

計 34,600 34,600

人件費

修繕費

使用料・賃借料

計 0 0

施設管理委託料 21,600 21,600

収支 金額 -34,600 -34,600 -35,000 -35,000

その他

建物保険料
工事費

光熱水費 13,000

事業費

13,000 13,00013,000

22,000 22,000

0 0

指定管理料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 はまなす３丁目 施設までの所要時間（分）

0台

収入

平成29年度

運営委託料
その他

指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

−無
玄関 ×未対応 通路 −無 階段

ＥＶ −無 標示 ×未対応 ＡＥＤ

−

−無
−無 建物内段差 ×未対応

ＷＣ

事業収入

令和2年度 備考
使用料

0分

平成30年度 令和1年度

経過年数 31年

棟数 1棟 所有形態

耐震性能

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

0台 原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽下水道

その他規制

市ほか
用途地域

管理形態 運営委託 管理者 はまなす町内会

指定無− 指定避難場所

新耐震

市ほか
延床面積 3.40㎡ 築年月 平成元年12月 主構造 鉄筋コンクリート

無

市 所有者名

耐用年数

設置根拠
条例・規則・

要綱等

生活衛生 市民生活Ｇ 担当

用途地域外 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物

土地
敷地面積 3.40㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 14 用途分類 その他施設 所管課
施設名称 はまなす３丁目バス待合室 所在地 はまなす３丁目1200-５地先



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

建築からの経過年数を考慮し、軽微な修繕等で対応できなくなった場合は、利用状況等を確認するなどのうえ、地域と

今後の設置についての協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用コマ数

年間

利用

状況

利用者数

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率

4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

令和2年度平成29年度 平成30年度 令和1年度

利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R7

R8

R10

R9

R12

R11

R6

R5

R4

R3

３ 目標使用年数

本施設は建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず、現状維持での修繕等を行う。

他のバス待合所等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

35,000 35,000

支出

計 34,600 34,600

人件費

修繕費

使用料・賃借料

計 0 0

施設管理委託料 21,600 21,600

収支 金額 -34,600 -34,600 -35,000 -35,000

その他

建物保険料
工事費

光熱水費 13,000

事業費

13,000 13,00013,000

22,000 22,000

0 0

指定管理料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 はまなす団地 施設までの所要時間（分）

0台

収入

平成29年度

運営委託料
その他

指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

−無
玄関 ×未対応 通路 −無 階段

ＥＶ −無 標示 ×未対応 ＡＥＤ

−

−無
−無 建物内段差 ×未対応

ＷＣ

事業収入

令和2年度 備考
使用料

0分

平成30年度 令和1年度

経過年数 31年

棟数 1棟 所有形態

耐震性能

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

0台 原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 5人槽下水道

その他規制

市ほか
用途地域

管理形態 運営委託 管理者 はまなす町内会

指定無− 指定避難場所

新耐震

市ほか
延床面積 3.40㎡ 築年月 平成元年12月 主構造 鉄筋コンクリート

無

市 所有者名

耐用年数

設置根拠
条例・規則・

要綱等

生活衛生 市民生活Ｇ 担当

用途地域外 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物

土地
敷地面積 3.40㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 15 用途分類 その他施設 所管課
施設名称 はまなす団地バス待合室 所在地 はまなす２丁目979-１地先



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

建築からの経過年数を考慮し、軽微な修繕等で対応できなくなった場合は、利用状況等を確認するなどのうえ、地域と

今後の設置についての協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用コマ数

年間

利用

状況

利用者数

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率

4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

令和2年度平成29年度 平成30年度 令和1年度

利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R7

R8

R10

R9

R12

R11

R6

R5

R4

R3

３ 目標使用年数

本施設は建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず、現状維持での修繕等を行う。

他のバス待合所等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

35,000 35,000

支出

計 34,600 34,600

人件費

修繕費

使用料・賃借料

計 0 0

施設管理委託料 21,600 21,600

収支 金額 -34,600 -34,600 -35,000 -35,000

その他

建物保険料
工事費

光熱水費 13,000

事業費

13,000 13,00013,000

22,000 22,000

0 0

指定管理料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 はまなす１丁目 施設までの所要時間（分）

0台

収入

平成29年度

運営委託料
その他

指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

−無
玄関 ×未対応 通路 −無 階段

ＥＶ −無 標示 ×未対応 ＡＥＤ

−

−無
−無 建物内段差 ×未対応

ＷＣ

事業収入

令和2年度 備考
使用料

0分

平成30年度 令和1年度

経過年数 31年

棟数 1棟 所有形態

耐震性能

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

0台 原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 5人槽下水道

その他規制

市ほか
用途地域

管理形態 運営委託 管理者 はまなす町内会

指定無− 指定避難場所

新耐震

市ほか
延床面積 3.40㎡ 築年月 平成元年12月 主構造 鉄筋コンクリート

無

市 所有者名

耐用年数

設置根拠
条例・規則・

要綱等

生活衛生 市民生活Ｇ 担当

用途地域外 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物

土地
敷地面積 3.40㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 16 用途分類 その他施設 所管課
施設名称 はまなす１丁目バス待合室 所在地 はまなす２丁目979-１地先



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

建築からの経過年数を考慮し、軽微な修繕等で対応できなくなった場合は、利用状況等を確認するなどのうえ、地域と

今後の設置についての協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用コマ数

年間

利用

状況

利用者数

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率

4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

令和2年度平成29年度 平成30年度 令和1年度

利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R7

R8

R10

R9

R12

R11

R6

R5

R4

R3

３ 目標使用年数

本施設は建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず、現状維持での修繕等を行う。

他のバス待合所等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

35,170 35,170

支出

計 34,770 34,770

人件費

修繕費

使用料・賃借料

計 0 0

施設管理委託料 21,770 21,770

収支 金額 -34,770 -34,770 -35,170 -35,170

その他

建物保険料
工事費

光熱水費 13,000

事業費

13,000 13,00013,000

22,170 22,170

0 0

指定管理料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 空港公園前 施設までの所要時間（分）

0台

収入

平成29年度

運営委託料
その他

指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

−無
玄関 ×未対応 通路 −無 階段

ＥＶ −無 標示 ×未対応 ＡＥＤ

−

−無
−無 建物内段差 ×未対応

ＷＣ

事業収入

令和2年度 備考
使用料

0分

平成30年度 令和1年度

経過年数 31年

棟数 1棟 所有形態

耐震性能

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

0台 原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽下水道

その他規制

市ほか
用途地域

管理形態 運営委託 管理者 恵北町内会

指定無− 指定避難場所

新耐震

市ほか
延床面積 9.90㎡ 築年月 平成元年12月 主構造 鉄筋コンクリート

無

市 所有者名

耐用年数

設置根拠
条例・規則・

要綱等

生活衛生 市民生活Ｇ 担当

用途地域外 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物

土地
敷地面積 9.90㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 17 用途分類 その他施設 所管課
施設名称 空港公園前バス待合室 所在地 大字声問村字下声問1467-10地先



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却（未）

当該地域における公共交通は路線バスからデマンド型の乗合タクシーに移行されており、待合室の利用者は皆無に等し

い。老朽化による倒壊等を鑑み、除却にむけて地域住民等と協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用コマ数

年間

利用

状況

利用者数

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率

4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

令和2年度平成29年度 平成30年度 令和1年度

利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R7

R8

R10

R9

R12

R11

R6

R5

R4

R3

３ 目標使用年数

本施設は建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には改修・修繕は行わず、老朽化による倒壊等を鑑み、除却にむけて地域住民等と協議・検討を進める。

他のバス待合所等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

35,170 35,170

支出

計 34,770 34,770

人件費

修繕費

使用料・賃借料

計 0 0

施設管理委託料 21,770 21,770

収支 金額 -34,770 -34,770 -35,170 -35,170

その他

建物保険料
工事費

光熱水費 13,000

事業費

13,000 13,00013,000

22,170 22,170

0 0

指定管理料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 恵北 施設までの所要時間（分）

0台

収入

平成29年度

運営委託料
その他

指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

−無
玄関 ×未対応 通路 −無 階段

ＥＶ −無 標示 ×未対応 ＡＥＤ

−

−無
−無 建物内段差 ×未対応

ＷＣ

事業収入

令和2年度 備考
使用料

0分

平成30年度 令和1年度

経過年数 31年

棟数 1棟 所有形態

耐震性能

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

0台 原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽下水道

その他規制

市ほか
用途地域

管理形態 運営委託 管理者 恵北町内会

指定無− 指定避難場所

新耐震

市ほか
延床面積 5.60㎡ 築年月 平成元年12月 主構造 鉄筋コンクリート

無

市 所有者名

耐用年数

設置根拠
条例・規則・

要綱等

生活衛生 市民生活Ｇ 担当

用途地域外 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物

土地
敷地面積 5.60㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 18 用途分類 その他施設 所管課
施設名称 恵北バス待合室 所在地 大字声問村字マクベツ（恵北5691-1地先）



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

建築からの経過年数を考慮し、軽微な修繕等で対応できなくなった場合は、利用状況等を確認するなどのうえ、地域と

今後の設置についての協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用コマ数

年間

利用

状況

利用者数

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率

4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

令和2年度平成29年度 平成30年度 令和1年度

利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R7

R8

R10

R9

R12

R11

R6

R5

R4

R3

３ 目標使用年数

本施設は建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず、現状維持での修繕等を行う。

他のバス待合所等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

35,000 35,000

支出

計 34,600 34,600

人件費

修繕費

使用料・賃借料

計 0 0

施設管理委託料 21,600 21,600

収支 金額 -34,600 -34,600 -35,000 -35,000

その他

建物保険料
工事費

光熱水費 13,000

事業費

13,000 13,00013,000

22,000 22,000

0 0

指定管理料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 樺岡 施設までの所要時間（分）

0台

収入

平成29年度

運営委託料
その他

指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

−無
玄関 ×未対応 通路 −無 階段

ＥＶ −無 標示 ×未対応 ＡＥＤ

−

−無
−無 建物内段差 ×未対応

ＷＣ

事業収入

令和2年度 備考
使用料

0分

平成30年度 令和1年度

経過年数 31年

棟数 1棟 所有形態

耐震性能

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

0台 原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽下水道

その他規制

市ほか
用途地域

管理形態 運営委託 管理者 樺岡町内会

指定無− 指定避難場所

新耐震

市ほか
延床面積 3.40㎡ 築年月 平成元年12月 主構造 鉄筋コンクリート

無

市 所有者名

耐用年数

設置根拠
条例・規則・

要綱等

生活衛生 市民生活Ｇ 担当

用途地域外 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物

土地
敷地面積 3.40㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 19 用途分類 その他施設 所管課
施設名称 樺岡バス待合室 所在地 大字声問村字樺岡1630-18地先



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却（未）

当該地域における公共交通は路線バスからデマンド型の乗合タクシーに移行されており、待合室の利用者は皆無に等し

い。老朽化による倒壊等を鑑み、除却にむけて地域住民等と協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用コマ数

年間

利用

状況

利用者数

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率

4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

令和2年度平成29年度 平成30年度 令和1年度

利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R7

R8

R10

R9

R12

R11

R6

R5

R4

R3

３ 目標使用年数

本施設は建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には改修・修繕は行わず、老朽化による倒壊等を鑑み、除却にむけて地域住民等と協議・検討を進める。

他のバス待合所等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

35,000 35,000

支出

計 34,600 34,600

人件費

修繕費

使用料・賃借料

計 0 0

施設管理委託料 21,600 21,600

収支 金額 -34,600 -34,600 -35,000 -35,000

その他

建物保険料
工事費

光熱水費 13,000

事業費

13,000 13,00013,000

22,000 22,000

0 0

指定管理料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 天北小中学校 施設までの所要時間（分）

0台

収入

平成29年度

運営委託料
その他

指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

−無
玄関 ×未対応 通路 −無 階段

ＥＶ −無 標示 ×未対応 ＡＥＤ

−

−無
−無 建物内段差 ×未対応

ＷＣ

事業収入

令和2年度 備考
使用料

0分

平成30年度 令和1年度

経過年数 31年

棟数 1棟 所有形態

耐震性能

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

0台 原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽下水道

その他規制

市ほか
用途地域

管理形態 運営委託 管理者 沼川町内会

指定無− 指定避難場所

新耐震

市ほか
延床面積 3.40㎡ 築年月 平成元年12月 主構造 鉄筋コンクリート

無

市 所有者名

耐用年数

設置根拠
条例・規則・

要綱等

生活衛生 市民生活Ｇ 担当

用途地域外 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物

土地
敷地面積 3.40㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 20 用途分類 その他施設 所管課
施設名称 天北小中学校バス待合室 所在地 大字声問村字沼川7755地先



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

建築からの経過年数を考慮し、軽微な修繕等で対応できなくなった場合は、利用状況等を確認するなどのうえ、地域と

今後の設置についての協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用コマ数

年間

利用

状況

利用者数

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率

4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

令和2年度平成29年度 平成30年度 令和1年度

利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R7

R8

R10

R9

R12

R11

R6

R5

R4

R3

３ 目標使用年数

本施設は建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず、現状維持での修繕等を行う。

他のバス待合所等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

35,000 35,000

支出

計 34,600 34,600

人件費

修繕費

使用料・賃借料

計 0 0

施設管理委託料 21,600 21,600

収支 金額 -34,600 -34,600 -35,000 -35,000

その他

建物保険料
工事費

光熱水費 13,000

事業費

13,000 13,00013,000

22,000 22,000

0 0

指定管理料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 曲渕 施設までの所要時間（分）

0台

収入

平成29年度

運営委託料
その他

指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

−無
玄関 ×未対応 通路 −無 階段

ＥＶ −無 標示 ×未対応 ＡＥＤ

−

−無
−無 建物内段差 ×未対応

ＷＣ

事業収入

令和2年度 備考
使用料

0分

平成30年度 令和1年度

経過年数 31年

棟数 1棟 所有形態

耐震性能

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

0台 原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽下水道

その他規制

市ほか
用途地域

管理形態 運営委託 管理者 沼川町内会

指定無− 指定避難場所

新耐震

市ほか
延床面積 5.60㎡ 築年月 平成元年10月 主構造 鉄筋コンクリート

無

市 所有者名

耐用年数

設置根拠
条例・規則・

要綱等

生活衛生 市民生活Ｇ 担当

用途地域外 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物

土地
敷地面積 5.60㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 21 用途分類 その他施設 所管課
施設名称 曲渕バス待合室 所在地 大字声問村字上声問原野1412-１地先



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

建築からの経過年数を考慮し、軽微な修繕等で対応できなくなった場合は、利用状況等を確認するなどのうえ、地域と

今後の設置についての協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用コマ数

年間

利用

状況

利用者数

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率

4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

令和2年度平成29年度 平成30年度 令和1年度

利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R7

R8

R10

R9

R12

R11

R6

R5

R4

R3

３ 目標使用年数

本施設は建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず、現状維持での修繕等を行う。

他のバス待合所等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

35,000 35,000

支出

計 34,600 34,600

人件費

修繕費

使用料・賃借料

計 0 0

施設管理委託料 21,600 21,600

収支 金額 -34,600 -34,600 -35,000 -35,000

その他

建物保険料
工事費

光熱水費 13,000

事業費

13,000 13,00013,000

22,000 22,000

0 0

指定管理料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 声問局前 施設までの所要時間（分）

0台

収入

平成29年度

運営委託料
その他

指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

−無
玄関 ×未対応 通路 −無 階段

ＥＶ −無 標示 ×未対応 ＡＥＤ

−

−無
−無 建物内段差 ×未対応

ＷＣ

事業収入

令和2年度 備考
使用料

0分

平成30年度 令和1年度

経過年数 31年

棟数 1棟 所有形態

耐震性能

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

0台 原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽下水道

その他規制

市ほか
用途地域

管理形態 運営委託 管理者 声問町内会

指定無− 指定避難場所

新耐震

市ほか
延床面積 9.90㎡ 築年月 平成元年10月 主構造 鉄筋コンクリート

無

市 所有者名

耐用年数

設置根拠
条例・規則・

要綱等

生活衛生 市民生活Ｇ 担当

用途地域外 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物

土地
敷地面積 9.90㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 22 用途分類 その他施設 所管課
施設名称 声問局前バス待合室 所在地 声問３丁目39-１地先



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

建築からの経過年数を考慮し、軽微な修繕等で対応できなくなった場合は、利用状況等を確認するなどのうえ、地域と

今後の設置についての協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用コマ数

年間

利用

状況

利用者数

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率

4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

令和2年度平成29年度 平成30年度 令和1年度

利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R7

R8

R10

R9

R12

R11

R6

R5

R4

R3

３ 目標使用年数

本施設は建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず、現状維持での修繕等を行う。

他のバス待合所等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

35,000 35,000

支出

計 34,600 34,600

人件費

修繕費

使用料・賃借料

計 0 0

施設管理委託料 21,600 21,600

収支 金額 -34,600 -34,600 -35,000 -35,000

その他

建物保険料
工事費

光熱水費 13,000

事業費

13,000 13,00013,000

22,000 22,000

0 0

指定管理料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 声問橋 施設までの所要時間（分）

0台

収入

平成29年度

運営委託料
その他

指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

−無
玄関 ×未対応 通路 −無 階段

ＥＶ −無 標示 ×未対応 ＡＥＤ

−

−無
−無 建物内段差 ×未対応

ＷＣ

事業収入

令和2年度 備考
使用料

0分

平成30年度 令和1年度

経過年数 31年

棟数 1棟 所有形態

耐震性能

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

0台 原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽下水道

その他規制

市ほか
用途地域

管理形態 運営委託 管理者 声問町内会

指定無− 指定避難場所

新耐震

市ほか
延床面積 3.40㎡ 築年月 平成元年10月 主構造 鉄筋コンクリート

無

市 所有者名

耐用年数

設置根拠
条例・規則・

要綱等

生活衛生 市民生活Ｇ 担当

用途地域外 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物

土地
敷地面積 3.40㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 23 用途分類 その他施設 所管課
施設名称 声問橋バス待合室 所在地 声問４丁目435-27地先



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

建築からの経過年数を考慮し、軽微な修繕等で対応できなくなった場合は、利用状況等を確認するなどのうえ、地域と

今後の設置についての協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用コマ数

年間

利用

状況

利用者数

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率

4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

令和2年度平成29年度 平成30年度 令和1年度

利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R7

R8

R10

R9

R12

R11

R6

R5

R4

R3

３ 目標使用年数

本施設は建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず、現状維持での修繕等を行う。

他のバス待合所等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

35,000 35,000

支出

計 34,600 34,600

人件費

修繕費

使用料・賃借料

計 0 0

施設管理委託料 21,600 21,600

収支 金額 -34,600 -34,600 -35,000 -35,000

その他

建物保険料
工事費

光熱水費 13,000

事業費

13,000 13,00013,000

22,000 22,000

0 0

指定管理料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 声問 施設までの所要時間（分）

0台

収入

平成29年度

運営委託料
その他

指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

−無
玄関 ×未対応 通路 −無 階段

ＥＶ −無 標示 ×未対応 ＡＥＤ

−

−無
−無 建物内段差 ×未対応

ＷＣ

事業収入

令和2年度 備考
使用料

0分

平成30年度 令和1年度

経過年数 31年

棟数 1棟 所有形態

耐震性能

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

0台 原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽下水道

その他規制

市ほか
用途地域

管理形態 運営委託 管理者 声問町内会

指定無− 指定避難場所

新耐震

市ほか
延床面積 3.40㎡ 築年月 平成元年10月 主構造 鉄筋コンクリート

無

市 所有者名

耐用年数

設置根拠
条例・規則・

要綱等

生活衛生 市民生活Ｇ 担当

用途地域外 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物

土地
敷地面積 3.40㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 24 用途分類 その他施設 所管課
施設名称 声問バス待合室 所在地 声問４丁目295-５地先



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

建築からの経過年数を考慮し、軽微な修繕等で対応できなくなった場合は、利用状況等を確認するなどのうえ、地域と

今後の設置についての協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用コマ数

年間

利用

状況

利用者数

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率

4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

令和2年度平成29年度 平成30年度 令和1年度

利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R7

R8

R10

R9

R12

R11

R6

R5

R4

R3

３ 目標使用年数

本施設は建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず、現状維持での修繕等を行う。

他のバス待合所等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他
35,000 35,000

収支 金額 -34,600 -34,600 -35,000 -35,000

支出

計 34,600 34,600

人件費
工事費

13,000

使用料・賃借料

建物保険料

計 0 0 0 0

修繕費
光熱水費 13,000

事業費

13,000 13,000

施設管理委託料 21,600 21,600 22,000 22,000

その他
運営委託料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 声問１丁目 施設までの所要時間（分）
0台

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 ×未対応 ＡＥＤ
0分

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

0台 原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 経過年数 31年

玄関 ×未対応 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 ×未対応

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 5.60㎡ 築年月 平成元年10月 主構造 鉄筋コンクリート

土地
敷地面積 5.60㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 用途地域外 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 運営委託 管理者 声問町内会

施設名称 声問１丁目バス待合室 所在地 声問３丁目538-11地先

設置根拠
条例・規則・

要綱等

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 25 用途分類 その他施設 所管課 生活衛生課 市民生活Ｇ 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

建築からの経過年数を考慮し、軽微な修繕等で対応できなくなった場合は、利用状況等を確認するなどのうえ、地域と

今後の設置についての協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず、現状維持での修繕等を行う。

他のバス待合所等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本施設は建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

35,000 35,000

支出

計 34,600 34,600

人件費

修繕費

使用料・賃借料

計 0 0

施設管理委託料 21,600 21,600

収支 金額 -34,600 -34,600 -35,000 -35,000

その他

建物保険料
工事費

光熱水費 13,000

事業費

13,000 13,00013,000

22,000 22,000

0 0

指定管理料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 大規模草地入口 施設までの所要時間（分）

0台

収入

平成29年度

運営委託料
その他

指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

−無
玄関 −無 通路 −無 階段

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

−

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ

事業収入

令和2年度 備考
使用料

0分

平成30年度 令和1年度

経過年数 27年

棟数 1棟 所有形態

耐震性能

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

0台 原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽下水道

その他規制

市ほか
用途地域

管理形態 運営委託 管理者 樺岡町内会

指定無− 指定避難場所

新耐震

市ほか
延床面積 2.30㎡ 築年月 平成５年10月 主構造 軽量鉄骨

無

市 所有者名

耐用年数

設置根拠
条例・規則・

要綱等

生活衛生 市民生活Ｇ 担当

用途地域外 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物

土地
敷地面積 2.30㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 26 用途分類 その他施設 所管課
施設名称 大規模草地入口バス待合室 所在地 大字声問村字声問原野1617-11地先



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却（未）

当該地域における公共交通は路線バスからデマンド型の乗合タクシーに移行されており、待合室の利用者は皆無に等し

い。老朽化による倒壊等を鑑み、除却にむけて地域住民等と協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用コマ数

年間

利用

状況

利用者数

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率

4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

令和2年度平成29年度 平成30年度 令和1年度

利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R7

R8

R10

R9

R12

R11

R6

R5

R4

R3

３ 目標使用年数

本施設は建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には改修・修繕は行わず、老朽化による倒壊等を鑑み、除却にむけて地域住民等と協議・検討を進める。

他のバス待合所等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

35,170 35,170

支出

計 34,770 34,770

人件費

修繕費

使用料・賃借料

計 0 0

施設管理委託料 21,770 21,770

収支 金額 -34,770 -34,770 -35,170 -35,170

その他

建物保険料
工事費

光熱水費 13,000

事業費

13,000 13,00013,000

22,170 22,170

0 0

指定管理料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 恵北第２ 施設までの所要時間（分）

0台

収入

平成29年度

運営委託料
その他

指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

−無
玄関 −無 通路 −無 階段

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

−

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ

事業収入

令和2年度 備考
使用料

0分

平成30年度 令和1年度

経過年数 26年

棟数 1棟 所有形態

耐震性能

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

0台 原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽下水道

その他規制

市ほか
用途地域

管理形態 運営委託 管理者 恵北町内会

指定無− 指定避難場所

新耐震

市ほか
延床面積 2.30㎡ 築年月 平成６年９月 主構造 軽量鉄骨

無

市 所有者名

耐用年数

設置根拠
条例・規則・

要綱等

生活衛生 市民生活Ｇ 担当

用途地域外 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物

土地
敷地面積 2.30㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 27 用途分類 その他施設 所管課
施設名称 恵北第２バス待合室 所在地 大字声問村字下声問1523-17地先



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却（未）

当該地域における公共交通は路線バスからデマンド型の乗合タクシーに移行されており、待合室の利用者は皆無に等し

い。老朽化による倒壊等を鑑み、除却にむけて地域住民等と協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用コマ数

年間

利用

状況

利用者数

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率

4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

令和2年度平成29年度 平成30年度 令和1年度

利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R7

R8

R10

R9

R12

R11

R6

R5

R4

R3

３ 目標使用年数

本施設は建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には改修・修繕は行わず、老朽化による倒壊等を鑑み、除却にむけて地域住民等と協議・検討を進める。

他のバス待合所等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

28,800 28,800
153,460 153,460

支出

計 151,800 151,800

人件費

修繕費

使用料・賃借料

計 0 0

施設管理委託料 87,000 87,000

収支 金額 -151,800 -151,800 -153,460 -153,460

その他 28,800 28,800

建物保険料
工事費

光熱水費 36,000

事業費

36,000 36,00036,000

88,660 88,660

0 0

指定管理料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 恵北 施設までの所要時間（分）

0台

収入

平成29年度

運営委託料
その他

指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

×未対応
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

−

−無
−無 建物内段差 ×未対応

ＷＣ

事業収入

令和2年度 備考
使用料

0分

平成30年度 令和1年度

経過年数 28年

棟数 1棟 所有形態

耐震性能

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

0台 原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 5人槽下水道

その他規制

市ほか
用途地域

管理形態 運営委託 管理者 恵北町内会

指定無− 指定避難場所

新耐震

市ほか
延床面積 14.73㎡ 築年月 平成４年12月 主構造 木造

無

市 所有者名

耐用年数

設置根拠
条例・規則・

要綱等

生活衛生 市民生活Ｇ 担当

用途地域外 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物

土地
敷地面積 14.73㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 28 用途分類 その他施設 所管課
施設名称 恵北公衆トイレ 所在地 大字声問村字マクベツ5691-１地先



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

建築からの経過年数を考慮し、軽微な修繕等で対応できなくなった場合は、利用状況等を確認するなどのうえ、地域と

今後の設置についての協議・検討を進める。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用コマ数

年間

利用

状況

利用者数

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率

4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

令和2年度平成29年度 平成30年度 令和1年度

利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R7

R8

R10

R9

R12

R11

R6

R5

R4

R3

３ 目標使用年数

本施設は木造構造で建築より30年経過している。

大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

これまで都度、修繕を行っているが建築より30年経っており、軽微な破損が見受けられる。

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず、現状維持での修繕等を行う。

他のバス待合所等の状況も踏まえ、除却する場合は年次的に着手する。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 11,738,347 6,298,303 7,067,056 4,196,490 公債費・その他
42,486,916 41,350,490

収支 金額 -43,993,117 -29,003,433 -30,058,076 -32,001,730

支出

計 54,434,187 39,720,703

人件費
工事費 10,311,840 1,868,400

使用料・賃借料

建物保険料

計 10,441,070 10,717,270 12,428,840 9,348,760

修繕費
光熱水費

事業費

3,865,860 5,016,000

施設管理委託料 32,384,000 31,554,000 31,554,000 32,138,000 指定管理料

10,441,070 10,717,270 12,428,840

その他
運営委託料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 稚内駅 施設までの所要時間（分）

9,348,760

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ ×未対応 標示 ×未対応 ＡＥＤ
10分

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

80台 原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 0階 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 38年 経過年数 46年

玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

指定無

下水道 −

○対応済
×未対応 建物内段差 ×未対応

ＷＣ ×未対応

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 旧耐震

法人
延床面積 5,745.00㎡ 築年月 昭和49年 主構造 鉄骨鉄筋コンクリート

土地
敷地面積 8,260.93㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

法人
用途地域 準工業地域 建蔽率 60% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設 業者事務室や卸売場、せり場など
敷地内建物 上屋、検量場、塔屋
管理形態 指定管理 管理者 稚内

施設名称 稚内市地方卸売市場 所在地 新港町

設置根拠
条例・規則・

要綱等

 稚内市地方卸売市場条例
 稚内市地方卸売市場条例施行規則 

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 29 用途分類 その他施設 所管課 水産商工 水産振興Ｇ 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

検討していない。

(4)国・道との協働の検討について

検討していない。

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

引続き生鮮水産物等の取引・流通・安定化を図るため、卸売市場を設置し市民生活の安定に資する必要がある。

(1)集約・複合化の検討について

検討していない。

(2)公民連携の検討について

本市は開設者として卸売市場を設置しているが、稚内機船漁協が卸売業者として市場取引を行っている他、指定管理者

として管理を行っている。

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

平成26年度 1,769,040 出入口改修工事 平成3年度 6,695,000 市場管理棟内部塗装(管理棟部分全部、セリ場)

平成11年度 6,720,000 市場管理等外壁改修 平成3年度 4,562,900 市場内側溝改修

利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

平成26年度 3,304,800 卸売市場内部塗装工事 平成10年度 1,081,500 市場卸売場外壁補修工事
平成26年度 2,160,000 卸売市場及び上屋オーバースライダー修理工事 平成5年度 16,480,000 市場屋上防水改修工事

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 60,116

R15

R16

R13

R14

R10 維持補修工事 5,000

R11 維持補修工事 5,000

R12 維持補修工事 5,000

R7 市場内塗装工事 3,500

R8 維持補修工事 5,000

R9 維持補修工事 5,000

R4 外壁改修工事 6,616 実施済み

R5 市場軒天補修工事 12,500

R6 上屋軒天補修工事 12,500

更新するまで指定管理者と協議しながら計画的に補修し、⾧寿命化を図っていたい。

更新は社会的要件（取扱量・卸売業者・買受人・出荷者・取扱金額・周辺施設・漁協の経営状況など）を十分に考慮し

ながら進める必要があり、慎重に判断する必要がある。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

昭和49年建築で令和3年現在、本施設は鉄筋コンクリート造で建築より47年経過している。

減価償却資産の耐用年数では、鉄筋コンクリート（魚市場）は38年とされていることから、指定管理者と更新するまで

出来るだけ計画的に補修し、⾧寿命化を図って使用していきたい。

４ 管理上の課題等

昭和49年建築で令和3年現在、経過年数が47年経っていることから、建物の他、設備も老朽化が進んでおり破損や故障

も度々発生している。

市場の取扱量と今後の社会環境の変化等を見極めながらの、⾧寿命化と更新のタイミングが難しい。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 26,568 26,568 64,654 27,060
13,499,314 13,007,060

収支 金額 -11,533,690 -11,532,266 -12,622,409 -12,376,140

支出

計 12,755,568 12,755,568

人件費
工事費 0 0

使用料・賃借料

建物保険料

計 1,221,878 1,223,302 876,905 630,920

修繕費
光熱水費

事業費

572,660 0

施設管理委託料 12,729,000 12,729,000 12,862,000 12,980,000

1,221,878 1,223,302 876,905

その他
運営委託料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 JR稚内駅 施設までの所要時間（分）
0台

630,920

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 ×未対応 ＡＥＤ
7分

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 50年 経過年数 27年

玄関 ○対応済 通路 ○対応済 階段

指定無

下水道 ○

○対応済
×未対応 建物内段差 −無

ＷＣ ○対応済

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

法人
延床面積 837.00㎡ 築年月 平成7年3月（1995） 主構造 鉄筋コンクリート

土地
敷地面積 2,360.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制 稚内市が管理する港湾の臨港地区内の分区における構築物の規制に関する条例

法人
用途地域 準工業地域 建蔽率 60% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設 稚内市ﾎﾟｰﾄｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ
敷地内建物 会議室、休憩室、事務室 他
管理形態 指定管理 管理者 (株)稚内振興公社

施設名称 稚内市ﾎﾟｰﾄｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 所在地 開運２丁目３番１号

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市ポートサービスセンター条例
稚内市ポートサービスセンター条例施行規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 30 用途分類 その他施設 所管課 港湾空港 施設管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

 検討する事案ではないと考えられる。

(4)国・道との協働の検討について

 国・道と協働する事案ではないと考えられる。

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 ⾧寿命化

 平成7年建築と既に25年以上の年数がたっていることから、個々の使用機器も順次交換整備が必要となる。また、稚内

に来港する漁船員や観光客のための施設でもあるため、存続が必要である。

(1)集約・複合化の検討について

 機能を近隣施設に集約することも検討の余地はあると考える。

(2)公民連携の検討について

 検討する事案ではないと考えられる。

稼働率
利用コマ数

8.44% 14%

利用可能コマ数

394人 739人
利用可能コマ数 308コマ 308コマ 308コマ 308コマ 308コマ

26コマ 43コマ

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

多目的ホー

ル

利用者数 943人 708人 910人

利用コマ数 47コマ 46コマ 54コマ
稼働率 15.26% 14.94% 17.53%

令和2年度 4ヵ年平均

可 市民以外利用者使用料等割増 無
使用料等徴収 有 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

主に漁船員、観光客の利用

稚内市ポートサービスセンター条例

利用条件

年間会館日数 308 定員 - 市民以外利用

休館日 月曜日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 25,513

R15

R16 R16 建物存続方向性検討【40年目となる】

R13

R14

R10

R11

R12

R7  照明設備、給排水確認【31年目】耐用15年 自動ドア交換必要性確認【31年目】耐用は本来12年 352 自動ドアは道の駅の額参考

R8

R9

R4 シャワー室交換 6,234千円（1室使用不可・料金機故障）【28年目】 6,234

R5   屋根防水改修 13,365千円【29年目】外壁改修 必要性確認【29年目】ボイラー交換 5,000千円【29年目】耐用15年 18,365

R6  集中監視盤（ストーブ外）562千円【30年目】 個別に操作可能上記の他、乾燥機洗濯機等の備品入替が必要。 562

 予防保全にて屋根防水処置、シャワー室の交換、ボイラー交換、他備品等の更新を実施。外壁等も剥離が目立ち始め

ていることから、市の財政状況を見て改修を実施し、⾧寿命化を図る。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

 一部RC造であるが50年以上使用。RC造の耐用年数は50年となっているが、⾧寿命化を図り2054年以降の使用を見据

えたい。

４ 管理上の課題等

 25年を経過し、各箇所に問題が発生している。利用者が一定数いるため、事後保全でなく予防保全での改修等が必要

だが、予算の確保が課題。また、建築から30年までの間に大規模改修を考えているが、それまで保全できるかが問題。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他
0 0

収支 金額 -819,360 -1,251,360 357,840 364,560

支出

計 1,177,200 1,609,200

人件費
工事費 1,177,200 1,609,200

使用料・賃借料

建物保険料

計 357,840 357,840 357,840 364,560

修繕費
光熱水費

事業費

0 0

施設管理委託料

357,840 357,840 357,840

その他
運営委託料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 宗谷方面バス 大黒3丁目 施設までの所要時間（分）
0台

364,560

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ
11分

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

10台 原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 26年 経過年数 25年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

法人
延床面積 500.00㎡ 築年月 平成9年11月（1997） 主構造 鉄骨

土地
敷地面積 920.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制 稚内市が管理する港湾の臨港地区内の分区における構築物の規制に関する条例

法人
用途地域 工業専用地域 建蔽率 60% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設 倉庫
敷地内建物 倉庫
管理形態 直営 管理者 稚内市

施設名称 末広上屋1号 所在地 新末広町

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市港湾施設管理条例
稚内市港湾施設管理条例施行規則
稚内市港湾施設使用料の減免に関する要綱

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 31 用途分類 その他施設 所管課 港湾空港 施設管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

 公・民間への貸出を行っている。また、当該用地には民間施設は建設できない。

(4)国・道との協働の検討について

 国・道と協働する事案ではないと考えられる。

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

 荷役の一時保管場所としての機能の他、国際・国内クルーズの受け入れ場所としての活用もある。ふ頭に代替施設が

無いため施設は必要である。

(1)集約・複合化の検討について

 検討する事案ではないと考えられる。

(2)公民連携の検討について

 公・民間への貸出を行っている。

稼働率
利用コマ数

100.00% 100%

利用可能コマ数

-
利用可能コマ数 365コマ 365コマ 365コマ 365コマ 365コマ

365コマ 365コマ

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

倉庫

利用者数 - - -

利用コマ数 365コマ 365コマ 365コマ
稼働率 100.00% 100.00% 100.00%

令和2年度 4ヵ年平均

可 市民以外利用者使用料等割増 無
使用料等徴収 有 使用料等減免基準 有 使用料等減免基準名称

事業者利用

稚内市港湾施設使用料の減免に関する要綱

利用条件

年間会館日数 365 定員 - 市民以外利用

休館日 なし
利用者属性

27 2,107,000 シャッター破損（災害）
年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7 シャッター確認【28年目】耐用10年 2,107 平成27年に災害でシャッター修理

R8

R9

R4

R5

R6

 施設の大部分は鉄筋、鉄骨、コンクリートと⾧期間耐用が可能なもの。そのため基本的には大規模改修は行わず、外

壁や屋根などを現状維持するための修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

 30年以上使用を予定。耐用年数は建物の種別中、金属造倉庫業のもののうち、その他の分類では26年とされている。

４ 管理上の課題等

 屋根は金属製。外壁サイディングは一般的に耐用年数は40年。施設の点検等については専門業者でなければ対応が難

しいと考えられる。海岸に近いため、強風、塩害等に見舞われており、数度強風で破損補修を繰り返している状況。耐

久力が低下しているのではと考えられる。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他
0 118,800

収支 金額 1,105,850 1,105,850 1,106,910 1,204,280

支出

計 0 0

人件費
工事費 0 0

使用料・賃借料

建物保険料

計 1,105,850 1,105,850 1,106,910 1,323,080

修繕費 0 0 0 118,800
光熱水費

事業費

0 0

施設管理委託料

1,105,850 1,105,850 1,106,910

その他
運営委託料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 宗谷方面バス 大黒3丁目 施設までの所要時間（分）
0台

1,323,080

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ
11分

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

10台 原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 26年 経過年数 21年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

法人
延床面積 600.00㎡ 築年月 平成13年2月（2001） 主構造 鉄骨

土地
敷地面積 1,080.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制 稚内市が管理する港湾の臨港地区内の分区における構築物の規制に関する条例

法人
用途地域 工業専用地域 建蔽率 60% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設 倉庫
敷地内建物 倉庫
管理形態 直営 管理者 稚内市

施設名称 末広上屋2号 所在地 新末広町

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市港湾施設管理条例
稚内市港湾施設管理条例施行規則
稚内市港湾施設使用料の減免に関する要綱

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 32 用途分類 その他施設 所管課 港湾空港 施設管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

 公・民間への貸出を行っている。また、当該用地には民間施設は建設できない。

(4)国・道との協働の検討について

 国・道と協働する事案ではないと考えられる。

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

 油防除のための資機材等の保管施設としての利用もあり、海上保安部他、民間業者等の誘致にも一役かっている施設

でもあり、継続して使用する。

(1)集約・複合化の検討について

 検討する事案ではないと考えられる。

(2)公民連携の検討について

 公・民間への貸出を行っている。

稼働率
利用コマ数

100.00% 100%

利用可能コマ数

-
利用可能コマ数 365コマ 365コマ 365コマ 365コマ 365コマ

365コマ 365コマ

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

倉庫

利用者数 - - -

利用コマ数 365コマ 365コマ 365コマ
稼働率 100.00% 100.00% 100.00%

令和2年度 4ヵ年平均

可 市民以外利用者使用料等割増 無
使用料等徴収 有 使用料等減免基準 有 使用料等減免基準名称

事業者利用

稚内市港湾施設使用料の減免に関する要綱

利用条件

年間会館日数 365 定員 - 市民以外利用

休館日 なし
利用者属性

26 2,061,000 シャッター破損（災害）
年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 2,061

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7 屋根補修確認【25年目】耐用10年 不明 過去に屋根の修繕なし。

R8 シャッター確認【26年目】耐用10年 2,061 平成26年度にシャッター破損。

R9

R4

R5

R6

 施設の大部分は鉄筋、鉄骨、コンクリートと⾧期間耐用が可能なもの。そのため基本的には大規模改修は行わず、外

壁や屋根などを現状維持するための修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

 30年以上使用を予定。耐用年数は建物の種別中、金属造倉庫業のもののうち、その他の分類では26年とされている。

４ 管理上の課題等

 屋根は金属製。外壁サイディングは一般的に耐用年数は40年。施設の点検等については専門業者でなければ対応が難

しいと考えられる。海岸に近いため、強風、塩害等に見舞われており、数度強風で破損補修を繰り返している状況。耐

久力が低下しているのではと考えられる。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 367,651 379,630 360,617 361,661
444,717 1,153,471

収支 金額 -532,411 -433,390 -444,717 -1,153,471

支出

計 532,411 433,390

人件費
工事費 0 0

53,760

使用料・賃借料

建物保険料

計 0 0 0 0

修繕費 111,000 0 30,000 91,300
光熱水費 53,760

事業費

0 645,700

54,100 54,810

施設管理委託料

0 0 0

その他
運営委託料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 宗谷方面バス 大黒3丁目 施設までの所要時間（分）
0台

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 ×未対応 ＡＥＤ
6分

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

12台 原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 20年 経過年数 18年

玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段
下水道 ○

−無
−無 建物内段差 ×未対応

ＷＣ ×未対応

棟数 2棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

法人
延床面積 49.00㎡ 築年月 平成16年6月（2004） 主構造 軽量鉄骨

土地
敷地面積 850.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制 稚内市が管理する港湾の臨港地区内の分区における構築物の規制に関する条例

法人
用途地域 工業専用地域 建蔽率 60% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設 事務所
敷地内建物 事務所、カメラ室
管理形態 直営 管理者 稚内市

施設名称 稚内港港湾管理事務所 所在地 末広２丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

なし

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 33 用途分類 その他施設 所管課 港湾空港 施設管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

 検討する事案ではないと考えられる。

(4)国・道との協働の検討について

 国・道と協働する事案ではないと考えられる。国からの管理委託の中での対応している。

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

 国からの管理委託を受託しソーラス警備体制を維持する上で必要である。

(1)集約・複合化の検討について

 管理体制上末広ふ頭の現在の位置から移動させられるような施設ではない。

(2)公民連携の検討について

 検討する事案ではないと考えられる。

稼働率
利用コマ数

100.00% 100%

利用可能コマ数

-
利用可能コマ数 365コマ 365コマ 365コマ 365コマ 365コマ

365コマ 365コマ

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

事務室

利用者数 - - -

利用コマ数 365コマ 365コマ 365コマ
稼働率 100.00% 100.00% 100.00%

令和2年度 4ヵ年平均

可 市民以外利用者使用料等割増 無
使用料等徴収 有 使用料等減免基準 有 使用料等減免基準名称

警備員の待機場所

利用条件

年間会館日数 365 定員 - 市民以外利用

休館日 なし
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 13,795

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6 プレハブ入替検討【21年目】 13,795

 既に予防保全の段階を経過していると考えられるため、事後保全にて対応し、更新までは緊急的なものに限って修繕

を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

 20年程度使用を予定。建設当時も既に中古のプレハブにて建設されている。令和2年度において既にプレハブの床が抜

けており、修繕工事を行った事から最低でも後5年程度は使用したいが、他の施設の更新の兼ね合いもあり令和6年頃に

て更新したい。

４ 管理上の課題等

 一般的にプレハブの寿命は20年程度とされている。既に中古プレハブでの施工であったことから耐用年数は大きく超

過しているものと考えられる。また、海岸に近いため、強風、塩害等で耐久力はさらに低下しているのではと考えられ

予防保全の時期は過ぎている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 118,769 57,696 78,722 58,766
763,655 650,587

収支 金額 -1,630,781 -1,533,168 -753,551 -548,623

支出

計 3,044,099 2,216,181

人件費
工事費

539,429

使用料・賃借料

建物保険料

計 1,413,318 683,013 10,104 101,964

修繕費 38,880 43,120 0 0
光熱水費 598,794

事業費

424,205 328,701

施設管理委託料 2,287,656 1,575,936 260,728 263,120

1,413,318 683,013 10,104

その他
運営委託料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 JR稚内駅 施設までの所要時間（分）
0台

101,964

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ ○対応済 標示 ○対応済 ＡＥＤ
12分

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

18台 原付・バイク 0台 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 - 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 38年 経過年数 14年

玄関 ○対応済 通路 ○対応済 階段

指定無

下水道 ○

○対応済
×未対応 建物内段差 −無

ＷＣ ○対応済

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 有

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

法人
延床面積 1,314.00㎡ 築年月 平成20年1月（2008） 主構造 鉄骨

土地
敷地面積 35,000.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制 稚内市が管理する港湾の臨港地区内の分区における構築物の規制に関する条例

法人
用途地域 工業専用地域 建蔽率 60% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設 稚内港国際旅客ターミナル
敷地内建物 送迎デッキ、待合室、会議室、入出国管理室 他
管理形態 直営 管理者 稚内市

施設名称 稚内港国際旅客ターミナル 所在地 開運２丁目６番１号

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内港国際旅客ターミナル条例
稚内港国際旅客ターミナル条例施行規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 34 用途分類 その他施設 所管課 港湾空港 施設管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

 検討する事案ではないと考えられる。

(4)国・道との協働の検討について

 国・道と協働する事案ではないと考えられる。

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

 国際定期航路に必要な施設となっており、維持管理を続けていく必要がある。

(1)集約・複合化の検討について

 施設の統合と言った場合には、既存施設のポートサービスセンターと集約する。もしくは日露友好会館他の施設との

統合は検討する余地はある。

(2)公民連携の検討について

 補助金が入っていることから目的外使用にあたる可能性もある。

13コマ
稼働率 9.32% 4.38% 0.00% 0.00% 3%

0人

利用コマ数 34コマ 16コマ 0コマ 0コマ

0.00% 1%
513人

利用可能コマ数 365コマ 365コマ 365コマ 365コマ 365コマ

-
利用可能コマ数 365コマ 365コマ 365コマ 365コマ 365コマ

0コマ 3コマ

待合室

コマ数は航

路日数

利用者数 1,374人 678人 0人

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

会議室

利用者数 - - -

利用コマ数 7コマ 2コマ 1コマ
稼働率 1.92% 0.55% 0.27%

令和2年度 4ヵ年平均

可 市民以外利用者使用料等割増 無
使用料等徴収 有 使用料等減免基準 有 使用料等減免基準名称

航路利用者

稚内港国際旅客ターミナル条例施行規則

利用条件

年間会館日数 不定期 定員 - 市民以外利用

休館日 不定期
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 13,365

R15

R16

R13

R14

R10 消防設備確認【21年目】耐用8年 不明

R11

R12

R7

R8

R9
各備品 交換必要性確認（水道回り、トイレ、暖房他）【20年目】屋根防水改

修 13,365千円 参考金額はポートサービスセンター
13,365

R4 ボイラー設備、照明設備、給排水確認【15年目】耐用15年 不明

R5

R6 エレベーター確認【17年目】耐用17年 不明

 今後、各所の修繕が必要になることが見込まれる。基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

 38年以上使用。鉄骨造のため耐用年数は38年となっている。国際定期航路がある間は使用。

４ 管理上の課題等

 建築から14年程度と比較的新しい施設ではあるが、未使用の期間が続き経年劣化が進行している。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

3,424,954 2,748,465 燃料費（直接経費）
27,453,814 22,674,745

支出

計 24,946,667 20,489,521

人件費

修繕費 120,636 154,440

使用料・賃借料 26,568 26,568

計 5,459,261 6,223,261

施設管理委託料 14,826,160 14,826,160

収支 金額 -19,487,406 -14,266,260 -21,235,313 -16,917,345

その他 3,039,703 3,311,553

建物保険料
工事費 6,933,600 2,170,800

光熱水費

事業費

192,726 167,420

7,843,000 3,619,000 R1は委託料

26,814 27,060

15,966,320 16,112,800

6,218,501 5,757,400

指定管理料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

5,757,400

収入

平成29年度

運営委託料
その他

指定無 指定避難所

地上 1階 地下 - 非常用井戸

○対応済
玄関 ○対応済 通路 ○対応済 階段

ＥＶ −無 標示 ○対応済 ＡＥＤ ○対応済
−無 建物内段差 ○対応済

ＷＣ

事業収入

令和2年度 備考
使用料

平成30年度 令和1年度
5,459,261 6,223,261 6,218,501

経過年数 38年

棟数 1棟 所有形態

耐震性能

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

37台 原付・バイク 自転車

防災倉庫
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽下水道

その他規制

法人
用途地域

管理形態 指定管理 管理者 株式会社稚内衛生公社

指定無− 指定避難場所

新耐震

法人
延床面積 661.32㎡ 築年月 昭和57年 主構造 鉄筋コンクリート

市 所有者名

耐用年数

設置根拠
条例・規則・

要綱等

生活衛生 衛生Ｇ 担当

稚内市火葬場条例

建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物

土地
敷地面積 9,000.00㎡ 所有形態 市 所有者名

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 35 用途分類 その他施設 所管課
施設名称 稚内聖苑 所在地 大字声問村字サラキトオマナイ９８５番地１



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

経過年数を考慮し、施設更新の検討も視野に入れる必要があると考えるが、できる限り改修することで対応していきた

い。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用コマ数

年間

利用

状況

利用者数

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率

4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

令和2年度平成29年度 平成30年度 令和1年度

利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R7

R8

R10

R9

R12

R11

R6

R5

R4

R3

３ 目標使用年数

火葬炉も含めた施設の適切な管理に努め、⾧く使用できるようにしていきたい。

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針

火葬炉については定期的且つ適切な改修実施とともに、施設についても適切な管理に努める。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 36 用途分類 その他施設 所管課 社会福祉 担当
施設名称 稚内市健康増進センター 所在地 富士見4丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市健康増進センター条例
稚内市健康増進センター条例施行規則

地上 2階 地下 ━ 非常用井戸 無

施設配置状況
建物内施設 脱衣室及び浴室（各男女）、交流ホール、マッサージ室、休憩室等
敷地内建物 源泉施設（敷地面積4,093㎡）
管理形態 指定管理 管理者 稚内振興公社

建蔽率 70% 容積率 200%

市 所有者名

土地
敷地面積 12,331.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域

鉄筋コンクリート
棟数 1棟 所有形態

耐震性能 新耐震耐用年数 47年 経過年数 24年

市ほか
延床面積 2,581.00㎡ 築年月 平成9年2月 主構造

建築基準法第12条点検データ
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

原付・バイク 10台 自転車

単独浄化槽 有
バリアフリー

等対応状況 ○対応済 ＡＥＤ
玄関 ○対応済 通路 ○対応済 階段

駐車場 自動車

○対応済

下水道 ○ 合併浄化槽

22台

○対応済 建物内段差 ○対応済
ＷＣ

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 稚内温泉前 施設までの所要時間（分） 0分
ＥＶ ○対応済 標示 ○対応済

建物

80台

令和2年度 備考

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料

33,550,889 入館料・行政財産・給湯

運営委託料

使用料 34,634,730 35,727,638 33,049,189

事業費

35,727,638
その他

88,418,193 71,815,938

計 34,634,730 33,049,189 33,550,889
32,927,793 33,465,658光熱水費 31,135,083 32,808,543

施設管理委託料

電気・水道（直接経費）

修繕費

使用料・賃借料

建物保険料

その他 30,037,988 36,955,005

支出

計 78,554,591 78,937,068
37,940,400 36,598,520 燃料費（直接経費）

工事費 17,381,520 9,173,520 17,550,000 1,751,760 R1は委託料
人件費

収支 金額 -43,919,861 -43,209,430 -55,369,004 -38,265,049



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

H27 1,875,960 玄関前平板ブロック補修工事 H25 18,406,500 浴場壁・天井改修工事
内容年度 金額 内容 年度 金額

H26 16,848,000 中央監視装置更新工事 H24 9,019,500 屋上防水工事（山側部分）
H26 3,936,600 浴場各種浴槽タイル張替工事 H25 8,400,000 給湯用膨張タンク取替工事

317 定員 市民以外利用

H26 3,780,000 温泉循環ポンプ更新工事 H24 8,400,000 真空温水器取替工事

可 市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 有 使用料等減免基準 有 使用料等減免基準名称 稚内市健康増進センター条例
利用条件

年間会館日数

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

休館日 毎月の第１月曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）第３条に規定する休日に当たるときは、その翌日）

利用者属性

稼働率

利用者数
利用可能コマ数

利用者数 175,687人 176,356人 161,503人

利用コマ数
稼働率

利用コマ数

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

本施設は、高齢者を中心とした市民をはじめ、自然の家利用者・観光客など多くの方に利用されており、耐用年数もま

だ経過していないことから、当面は現状のまま施設を維持していく。将来(2054年時点)の方向性(更新・⾧寿命化・除却

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

年間

利用

状況

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

163,973人 169,380人
利用可能コマ数



３ 目標使用年数

建物はRC造で建築から24年経過している。耐用年数は31年(公衆浴場)であと7年となっているが、必要な設備更新や改

修工事を行いながら、可能な限り⾧期にわたって使用する。ただし、大規模改修が必要になった場合は、その時の情勢

を踏まえて検討する。

４ 管理上の課題等

建築から24年が経過して耐用年数を超過している設備もあるため、定期点検の結果等を踏まえながら、必要に応じて更

新していく必要がある。また、建物についても定期的に維持補修を行っていく必要がある。

５ 管理に関する実施方針

計画的に施設改修や設備更新を行いながら、今後も施設を維持していく。

R7 屋上防水工事、屋上トップライト改修、温水ボイラー更新、脱衣室窓改修工事 50,000

R5 浴場照明LED改修 1,944

R6

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R12

R10

６ 管理に関する実施計画

R4 加圧給水ポンプ交換、寝湯ジェットポンプ交換、洗い場改修、排煙濃度計取替 3,938

R3 -

屋上防水工事、ジャグジー濾過タンク交換、サウナストーブ交換、洗い場改修 45,000

R14

R8 案内看板（童夢・自然の家・総合体育館） 5,000

R13

R11

R9 温水ボイラー更新 14,000

合 計 119,882

R15

R16

※上記以外の設備の更新時期は未定。定期的に点検や修繕等を行い、更新時期を決定する。



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 37 用途分類 その他施設 所管課 都市整備 都市計画G 担当
施設名称 宗谷岬展望台（※宗谷岬公園内） 所在地 稚内市宗谷岬

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市都市公園及び都市公園以外の公園の設置及び管理に関する条例 
稚内市都市公園及び都市公園以外の公園の設置及び管理に関する条例施行規則 

地上 2階 地下 - 非常用井戸 無

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 指定管理 管理者 ㈱稚内振興公社

用途地域外 建蔽率 容積率

市 所有者名

土地
敷地面積 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制 稚内市都市公園及び都市公園以外の公園の設置及び管理に関する条例第6条（公園施設の建築面積等の基準） 

市ほか
用途地域

鉄筋コンクリート
棟数 1棟 所有形態

耐震性能 新耐震耐用年数 47年 経過年数 39年

市ほか
延床面積 334.80㎡ 築年月 昭和57年3月（改築） 主構造

建築基準法第12条点検データ
防災倉庫 − 指定避難場所 指定有 指定避難所 指定無

原付・バイク 自転車

単独浄化槽
バリアフリー

等対応状況 −無 ＡＥＤ
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

駐車場 自動車

−無

下水道 − 合併浄化槽
×未対応 建物内段差 ×未対応

ＷＣ
利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 宗谷岬（宗谷） 施設までの所要時間（分） 1分

ＥＶ −無 標示 −無

建物

28台

令和2年度 備考

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

ツアーセンター（設置）

0 0 0

0

運営委託料

使用料 0 0 177,480

事業費 0 0 0 0

0
その他 0 0 0

99,360

578,380 147,922

計 0 177,480 0
66,380 67,922

0 自動ドア、消防施設
光熱水費 59,205 57,527

指定管理（概算）施設管理委託料 80,000 80,000 80,000 80,000

指定管理
修繕費 19,440 0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料

その他 0 0

支出

計 158,645 137,527

0 0 0
0 0

工事費 0 0 332,640 0 自動ドア
人件費 0

財務課

収支 金額 -158,645 -137,527 -400,900 -147,922



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

内容年度 金額 内容 年度 金額

約270 定員 - 市民以外利用

市民、観光客、事業者

可 市民以外利用者使用料等割増 無
使用料等徴収 有 使用料等減免基準 有 使用料等減免基準名称

利用条件

年間会館日数

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

休館日 冬期間閉鎖（12月～3月）
利用者属性

稼働率

利用者数
利用可能コマ数

利用者数

利用コマ数
稼働率

利用コマ数

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

現施設は2054年には、耐用年数を大幅に超過するため施設の現状維持は困難である。

同施設の立地は宗谷岬公園にあり、観光スポットの一つとなっていることから、関係課と協議しながら施設の更新につ

(1)集約・複合化の検討について

宗谷岬公園内にあるアルメリア（観光交流課所管）との集約・複合化等の検討

(2)公民連携の検討について

年間

利用

状況

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

利用可能コマ数



３ 目標使用年数

本施設は鉄筋コンクリート造で39年経過している。

耐用年数まで修繕等により現状維持し、状態が良好であればさらに延命したい。

但しその中で施設利用がなくなる、大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

指定管理者及び市職員による日常点検を基に、その時の状態によって対応を決定する。

※本施設は都市公園法第二条第二項の公園施設ではないため、都市公園施設⾧寿命化計画には記載されない。

R7 施設改修工事 概算額未定（R5.2.9）

R5 屋上防水措置、宗谷岬公園等ブラッシュアップ構想業務 概算額未定（R5.2.9）

R6

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R12

R10

６ 管理に関する実施計画

R4

R3

施設更新のための実施計画 概算額未定（R5.2.9）

R14

R8

R13

R11

R9

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 38 用途分類 その他施設 所管課 都市整備 担当
施設名称 ゲストハウストナカイ（※メグマ沼自然公園内） 所在地 稚内市大字声問村字恵北

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市都市公園及び都市公園以外の公園の設置及び管理に関する条例 
稚内市都市公園及び都市公園以外の公園の設置及び管理に関する条例施行規則 

地上 2階 地下 - 非常用井戸 無

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 指定管理 管理者 ㈱稚内振興公社

用途地域外 建蔽率 容積率

市 所有者名

土地
敷地面積 所有形態 市 所有者名

その他規制 稚内市都市公園及び都市公園以外の公園の設置及び管理に関する条例第6条（公園施設の建築面積等の基準）

市ほか
用途地域

鉄筋コンクリート
棟数 1棟 所有形態

耐震性能 新耐震耐用年数 47年 経過年数 32年

市ほか
延床面積 373.42㎡ 築年月 昭和63年9月 主構造

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

原付・バイク 自転車

単独浄化槽
バリアフリー

等対応状況 ×未対応 ＡＥＤ
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

駐車場 自動車

○対応済

下水道 − 合併浄化槽
×未対応 建物内段差 ×未対応

ＷＣ
利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 自動車学校前（宗谷） 施設までの所要時間（分） 45分

ＥＶ −無 標示 −無

建物

85台

令和2年度 備考

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0

0
指定管理料 0 0 0 0

0

0 0 0

00

運営委託料

使用料 0 0 0

事業費 0 0 0 0

0
その他 0 0 0 0

0

185,634 199,107

計 0 0 0
105,634 119,107

0
光熱水費 105,099 116,934

施設管理委託料 80,000 80,000 80,000 80,000
修繕費 0 79,920

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料

その他 0 0

支出

計 185,099 276,854

0 0 0
0 0

工事費 0 0 0 0
人件費 0

収支 金額 -185,099 -276,854 -185,634 -199,107



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

内容年度 金額 内容 年度 金額

約130 定員 - 市民以外利用

市民、観光客

可 市民以外利用者使用料等割増 無
使用料等徴収 無 使用料等減免基準 有 使用料等減免基準名称 稚内市都市公園及び都市公園以外の公園の設置及び管理に関する条例 第54条

利用条件

年間会館日数

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

休館日 月曜日、10月1日から4月28まで
利用者属性

稼働率

利用者数
利用可能コマ数

利用者数

利用コマ数
稼働率

利用コマ数

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

事業者等との協議の中で、連携・譲渡等の検討の余地はあると考える。

(4)国・道との協働の検討について

2054年には、耐用年数を大幅に超過するため施設の現状維持は困難である。

随時修繕等を行い可能なかぎり現状維持をしつつ、33年後には関係機関との合意を得たうえで除却したいと考える。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

年間

利用

状況

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

利用可能コマ数



３ 目標使用年数

本施設は鉄筋コンクリート造で32年経過している。

耐用年数まで修繕等により現状維持し、状態が良好であればさらに延命したい。

但しその中で施設利用がなくなる、大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

指定管理者及び市職員による日常点検を基に、その時の状態によって対応を決定する。

※本施設は都市公園法第二条第二項の公園施設ではないため、都市公園施設⾧寿命化計画には記載されない。

R7

R5

R6

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R12

R10

６ 管理に関する実施計画

R4

R3

R14

R8

R13

R11

R9

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 39 用途分類 その他施設 所管課 都市整備 都市計画G 担当
施設名称 ゲストハウス氷雪（※稚内公園内） 所在地 稚内市ヤムワッカナイ

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市都市公園及び都市公園以外の公園の設置及び管理に関する条例 
稚内市都市公園及び都市公園以外の公園の設置及び管理に関する条例施行規則 

地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 指定管理 管理者 公益社団法人稚内市シルバー人材センター

用途地域外 建蔽率 容積率

市 所有者名

土地
敷地面積 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制 稚内市都市公園及び都市公園以外の公園の設置及び管理に関する条例第6条（公園施設の建築面積等の基準）

市ほか
用途地域

鉄骨
棟数 1棟 所有形態

耐震性能 新耐震耐用年数 34年 経過年数 33年

市ほか
延床面積 347.00㎡ 築年月 昭和62年12月 主構造

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定有 指定避難所 指定無

原付・バイク 自転車

単独浄化槽
バリアフリー

等対応状況 ×未対応 ＡＥＤ
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

駐車場 自動車

−無

下水道 − 合併浄化槽
×未対応 建物内段差 ×未対応

ＷＣ
利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 宝来２（宗谷） 施設までの所要時間（分） 20分

ＥＶ −無 標示 −無

建物

22台

令和2年度 備考

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料
運営委託料

使用料

事業費 0 0 0 0

0
その他

0

401,203 878,846

計 0 0 0
161,203 164,446

0
光熱水費 162,739 214,213

指定管理（概算）施設管理委託料 240,000 240,000 240,000 250,000

指定管理
修繕費 0 0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料

その他 0 0

支出

計 565,819 454,213

0 0 0
0 0

工事費 163,080 0 0 464,400 床改修
人件費 0

財務課

収支 金額 -565,819 -454,213 -401,203 -878,846



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

内容年度 金額 内容 年度 金額

約210日 定員 - 市民以外利用

市民、観光客

可 市民以外利用者使用料等割増 無
使用料等徴収 無 使用料等減免基準 有 使用料等減免基準名称

利用条件

年間会館日数

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

休館日 冬期間公園閉鎖（11月上旬頃から4月上旬）
利用者属性

稼働率

利用者数
利用可能コマ数

利用者数

利用コマ数
稼働率

利用コマ数

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

事業者等との協議の中で、連携・譲渡等の検討の余地はあると考える。

(4)国・道との協働の検討について

2054年には、耐用年数を大幅に超過するため施設の現状維持は困難である。

随時修繕等を行い可能なかぎり現状維持をしつつ、33年後には関係機関との合意を得たうえで除却したいと考える。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

年間

利用

状況

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

利用可能コマ数



３ 目標使用年数

本施設は鉄骨造で32年経過している。

令和３年度の建築物点検の結果、状態は良好であり定期的な維持管理（塗装や屋根・窓のシーリング、電気水道施設）

を行なえば構造自体は今後25年はもつ見立てである。

４ 管理上の課題等

耐用年数を経過するため、維持管理費が今後増える可能性がある。

５ 管理に関する実施方針

令和３年現在度更新中の都市公園施設⾧寿命化計画に基づき、大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

※本施設は都市公園法第二条第二項の公園施設のため都市公園施設⾧寿命化計画に記載される。

R7

R5

R6

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R12

R10

６ 管理に関する実施計画

R4

R3 都市公園施設⾧寿命化計画策定（更新）中

R14

R8

R13

R11

R9

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 40 用途分類 その他施設 所管課 都市整備 都市計画G 担当
施設名称 稚内公園休憩所（※稚内公園内） 所在地 稚内市ヤムワッカナイ

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市都市公園及び都市公園以外の公園の設置及び管理に関する条例 
稚内市都市公園及び都市公園以外の公園の設置及び管理に関する条例施行規則 

地上 1階 地下 - 非常用井戸 無

施設配置状況
建物内施設 売店
敷地内建物
管理形態 指定管理 管理者 公益社団法人稚内市シルバー人材センター

用途地域外 建蔽率 容積率

市 所有者名

土地
敷地面積 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制 稚内市都市公園及び都市公園以外の公園の設置及び管理に関する条例第6条（公園施設の建築面積等の基準）

市ほか
用途地域

木造
棟数 1棟 所有形態

耐震性能 新耐震耐用年数 22年 経過年数 31年

市ほか
延床面積 222.75㎡ 築年月 平成元年11月 主構造

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定有 指定避難所 指定無

原付・バイク 自転車

単独浄化槽
バリアフリー

等対応状況 −無 ＡＥＤ
玄関 ○対応済 通路 △一部対応 階段

駐車場 自動車

−無

下水道 − 合併浄化槽
×未対応 建物内段差 ○対応済

ＷＣ
利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 宝来２（宗谷） 施設までの所要時間（分） 20分

ＥＶ −無 標示 −無

建物

51台

令和2年度 備考

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料

768,600 売店等3件（管理）

運営委託料

使用料 768,600 768,600 768,600

事業費 0 0 0 0

768,600
その他

0

20,000 20,000

計 768,600 768,600 768,600
0 0

0 破風修繕
光熱水費 0 0

指定管理（概算）施設管理委託料 20,000 20,000 20,000 20,000
修繕費 0 84,240

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料

その他 0 0

支出

計 20,000 104,240

0 0 0
0 0

工事費 0 0 0 0
人件費 0

財務課

収支 金額 748,600 664,360 748,600 748,600



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

内容年度 金額 内容 年度 金額

約210 定員 - 市民以外利用

市民、観光客、事業者

可 市民以外利用者使用料等割増 無
使用料等徴収 有 使用料等減免基準 有 使用料等減免基準名称 稚内市都市公園及び都市公園以外の公園の設置及び管理に関する条例 第54条

利用条件

年間会館日数

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

休館日 冬期間公園閉鎖（11月上旬頃から4月上旬）
利用者属性

稼働率

利用者数
利用可能コマ数

利用者数

利用コマ数
稼働率

利用コマ数

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

事業者等との協議の中で、連携・譲渡等の検討の余地はあると考える。

(4)国・道との協働の検討について

2054年には、耐用年数を大幅に超過するため施設の現状維持は困難である。

随時修繕等を行い可能なかぎり現状維持をしつつ、33年後には関係機関との合意を得たうえで除却したいと考える。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

年間

利用

状況

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

利用可能コマ数



３ 目標使用年数

本施設は木造築31年で耐用年数を経過している。

令和３年度の建築物点検の結果、状態は良好であり定期的な維持管理（塗装や屋根・窓のシーリング、電気水道施設）

を行なえば構造自体は今後20年はもつ見立てである。

４ 管理上の課題等

耐用年数を経過するため、維持管理費が今後増える可能性がある。

５ 管理に関する実施方針

令和２年現在度更新中の都市公園施設⾧寿命化計画に基づき、大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

※本施設は都市公園法第二条第二項の公園施設のため都市公園施設⾧寿命化計画に記載される。

R7

R5

R6

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R12

R10

６ 管理に関する実施計画

R4

R3 都市公園施設⾧寿命化計画策定（更新）中

R14

R8

R13

R11

R9

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他
0 0

収支 金額 0 0 0 0

支出

計 0 0

人件費
工事費

使用料・賃借料

建物保険料

計 0 0 0 0

修繕費
光熱水費

事業費
施設管理委託料

その他
運営委託料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 港2丁目 施設までの所要時間（分）

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 ×未対応 ＡＥＤ
1分

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

110台 原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 0階 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 38年 経過年数 69年

玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

指定無

下水道 ○

×未対応
×未対応 建物内段差 ×未対応

ＷＣ ×未対応

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 404.64㎡ 築年月 昭和27年 主構造 木造

土地
敷地面積 9,335.70㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 稚内市

施設名称 普通財産（稚内副港市場 石蔵） 所在地 稚内市港1丁目6番28号

設置根拠
条例・規則・

要綱等

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 41 用途分類 その他施設 所管課 観光交流 観光戦略G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 各種見直し

当施設は「副港市場」敷地内にあり、建物の特性から様々な活用の可能性があることから、「副港市場」の方向性と併

せて、その活用方法を検討する必要があり、数年以内には方向性を決定したい。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 42 用途分類 その他施設 所管課 国際交流課 担当
施設名称 稚内市日ロ友好会館 所在地 稚内市末広３丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市日ロ友好会館条例
稚内市日ロ友好会館条例施行規則

地上 2階 地下 ― 非常用井戸 無

施設配置状況
建物内施設 稚内市日ロ友好会館
敷地内建物
管理形態 指定管理 管理者 稚内日ロ経済交流協会

建蔽率 60% 容積率 200%

市 所有者名

土地
敷地面積 490.49㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

法人
用途地域

鉄骨
棟数 1棟 所有形態

耐震性能 旧耐震耐用年数 50年 経過年数 41年

法人
延床面積 340.58㎡ 築年月 昭和55年7月 主構造

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

原付・バイク 自転車

単独浄化槽 1人槽
バリアフリー

等対応状況 ×未対応 ＡＥＤ
玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

駐車場 自動車

×未対応

下水道 ○ 合併浄化槽
×未対応 建物内段差 ×未対応

ＷＣ
利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 大黒4丁目バス停 施設までの所要時間（分） 3分

ＥＶ ×未対応 標示 ×未対応

建物

4台

令和2年度 備考

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料

113,600

運営委託料

使用料 139,140 146,000 144,460

事業費 0 0 0 0

367,608
その他 213,546 221,608 221,608 62,445 行政財産使用料

0

施設管理委託料 2,019,000 2,019,000 2,682,490 2,707,100

修繕費 0 236,520

計 352,686 366,068 176,045
0 0

0

市予算で修繕

H30年度 外壁等補修

236,520円

光熱水費 0 0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 0 0

-1,887,912 -2,316,422 -3,818,055

0 0

工事費 0 0 0 1,287,000

市予算で工事

R2年度  床カーペッ

ト張替（2階会議室）

1,287,000円
人件費 0

2,682,490 3,994,100
収支 金額 -1,666,314

0 0

その他 0 0

支出

計 2,019,000 2,255,520

0 0 0



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

内容年度 金額 内容 年度 金額

H8 1,092,000 屋根補修
H7 1,494,000 フェンス改修

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

可 市民以外利用者使用料等割増 無

利用条件

年間会館日数 240 定員 なし 市民以外利用

休館日 土、日、祝 1/2～1/5 12/31
利用者属性

使用料等徴収

日本語講座、会議など

有 使用料等減免基準 無 使用料等減免基準名称

２階大ホー

ル

利用者数 684人 660人 814人 944人

利用コマ数 58コマ 58コマ

12人
利用可能コマ数 240コマ 240コマ 240コマ 240コマ 240コマ

１階会議室

利用者数 43人 0人 6人

利用コマ数 6コマ 0コマ 2コマ
1%稼働率 2.50% 0.00% 0.83% 0.00%

22%

年間

利用

状況

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

240コマ 240コマ
54コマ 45コマ 54コマ

稼働率 24.17% 24.17% 22.50% 18.75%

2コマ0コマ

776人
利用可能コマ数 240コマ 240コマ 240コマ

0人

市民が友好都市交流や国際交流を感じることのできる数少ない施設の一つとして、当面は修繕を行いながら維持・活用

していく。概ね20年後を目途に、除却を検討（33年後には除却済と）したい。

(1)集約・複合化の検討について

国際交流の促進、市民の国際感覚の育成などといった観点では、代替できる既存施設はない。ただし、事務室、会議室

としての機能については、他の施設への集約は可能と考える。

(2)公民連携の検討について

とくになし

とくになし

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

とくになし（もともと民間から譲渡された施設）

(4)国・道との協働の検討について



３ 目標使用年数

本施設は、鉄骨造（耐用年数50年）で建築から41年が経過している。

老朽化が進行していることもあり、平成30年度から5か年計画による計画的な改修・修繕を進めている。

今後は、状況をみながら修繕を行いつつ、15年から20年使用する。

４ 管理上の課題等

市の施設となった平成6年（1994年）以降、屋根や外壁の塗装をしていないため、将来的に全面塗装が必要。

（概算の設計額： 屋根塗装6,000千円、外壁塗装5,500千円、屋根・外壁同時9,000千円）

５ 管理に関する実施方針

現状維持での修繕等を行う。

令和23年（20年後）を目途に、除却に向けた検討を進めていく。

その間、大規模な改修が必要になった時には都度協議する。

６ 管理に関する実施計画

年度 概算額(千円) 備 考

R3

R4

R5

R10

R6床カーペット張替え（1階談話室、階段）、壁クロス張替え（1階談話室） 1,199

R9

R12

R7

R8 屋根・外壁全面塗装 9,000

R11

R13

R14

合 計 10,199

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他
0 0

収支 金額 1,926,360 1,952,280 1,981,440 1,981,440

支出

計 55,080 29,160

人件費
工事費

使用料・賃借料

建物保険料

計 1,981,440 1,981,440 1,981,440 1,981,440

修繕費 55,080 29,160 0 0
光熱水費

事業費
施設管理委託料

1,981,440 1,981,440 1,981,440

その他
運営委託料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 中央５丁目 施設までの所要時間（分）

1,981,440

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ
2分

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 - 非常用井戸

市ほか 所有者名

耐用年数 経過年数 68年

玄関 ×未対応 通路 ×未対応 階段

指定無

下水道 ○

−無
×未対応 建物内段差 ×未対応

ＷＣ ×未対応

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能

市ほか
延床面積 855.36㎡ 築年月 1953年 主構造 鉄骨鉄筋コンクリート

土地
敷地面積 3,041.51㎡ 所有形態 市ほか 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 準工業地域 建蔽率 60% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設 稚内魚菜卸売市場㈱、㈲丸秀 小笠原商店、㈲稚内やまさ青果
敷地内建物
管理形態 管理者 市

施設名称 稚内市有市場 所在地 稚内市中央５丁目８

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市有市場条例

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 43 用途分類 その他施設 所管課 水産商工 商工・労働 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

検討していない。

(4)国・道との協働の検討について

検討していない。

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 ⾧寿命化

耐用年数50年に対し建築から68年経過しており、施設内の各所の老朽化が進み、修繕箇所が多くなっていることから、

本施設利用者の安全面を考慮し、⾧期間利用できるよう大規模改修を行う。

(1)集約・複合化の検討について

検討していない。

(2)公民連携の検討について

施設の１階及び２階（一部）は、稚内機船漁業協同組合が所有している。

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

H25 2,310,000 外壁緊急対応工事
H26 17,355,600 外壁補修工事

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

建物の維持に必要不可欠な修繕や緊急を要する場合を除き、修繕等は最小限にとどめ、大規模な改修が必要になった時

には都度協議する。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

計画的な修繕等を行うことによって、施設の寿命を延ばしつつ、その中で大規模な改修が必要になった時には都度協議

する。

４ 管理上の課題等

建物の老朽化が進み、修繕等の必要箇所が多くなってきているとともに、施設の一部を稚内機船漁業協同組合が所有し

ているため、修繕等の義務関係が複雑になっている。

※大規模な改修等が必要となった際には、都度協議が必要。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
2,811 2,893

収支 金額 -2,672 -2,750 -2,811 -2,893

支出

計 2,672 2,750

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 2,672 2,750 2,811 2,893

計 0 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

その他
運営委託料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 41年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 8人槽

耐震性能 旧耐震

市ほか
延床面積 110.00㎡ 築年月 昭和55年 主構造 木造

土地
敷地面積 762.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 55-上勇知小中学校教員住宅（上勇知） 所在地 稚内市大字抜海村字上ユーチ原野

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 44 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

修繕予定なし。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

空き住宅だが、築年数が41年を経過し、使用実績が少ないことから、引き続きの使用は困難。

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
3,413 3,511

収支 金額 -3,245 -3,340 -3,413 -3,511

支出

計 3,245 3,340

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 3,245 3,340 3,413 3,511

計 0 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

その他
運営委託料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 43年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 7人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 136.00㎡ 築年月 昭和59年 主構造 木造

土地
敷地面積 762.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 59-上勇知小中学校教員住宅（上勇知） 所在地 稚内市大字抜海村字上ユーチ原野

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 45 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

修繕予定なし。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

空き住宅だが、築年数が43年を経過し、使用実績が少ないことから、引き続きの使用は困難。

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
1,478 0

収支 金額 -1,412 -1,449 -1,478 0

支出

計 1,412 1,449

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 1,412 1,449 1,478

計 0 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

その他
運営委託料

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入
指定管理料

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 42年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 7人槽

耐震性能 旧耐震

市ほか
延床面積 55.00㎡ 築年月 昭和54年 主構造 木造

土地
敷地面積 628.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 54-下勇知小中学校教員住宅（下勇知） 所在地 稚内市大字抜海村字ユーチ

設置根拠
条例・規則・

要綱等

使用不可

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 46 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

使用予定なし。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

現在閉鎖中。

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
6,511 6,695

収支 金額 92,580 151,352 368,369 368,185

支出

計 94,860 36,088

人件費 0 0
工事費 69,000 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 6,204 6,388 6,511 6,695

計 187,440 187,440 374,880 374,880

0 0

0 0

修繕費 19,656 29,700 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

187,440 187,440 374,880

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

374,880

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 23年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 8人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 142.00㎡ 築年月 平成10年 主構造 木造

土地
敷地面積 1,296.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−１０下勇知小中学校教員住宅 所在地 稚内市大字抜海村字ユーチ原野

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 47 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

大規模な修繕予定なし。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

築年数が23年を経過し、廃校になったため教員は住んでおらず、一般市民が入居している。可能な限り使用するが大規

模な修繕は行わない。

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
106,217 4,284

収支 金額 153,720 84,452 -18,377 83,556

支出

計 21,240 90,508

人件費 0 0
工事費 0 86,400

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 3,960 4,108 4,197 4,284

計 174,960 174,960 87,840 87,840

0 0

0 0

修繕費 17,280 0 102,020 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

174,960 174,960 87,840

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

87,840

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 36年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 8人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 122.00㎡ 築年月 昭和60年 主構造 木造

土地
敷地面積 1,136.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ６０−大岬小学校教員住宅（大岬） 所在地 稚内市宗谷岬

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 48 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 74,074

R14

R15

R12

R13

R9

R10

R11

R6

R7

R8

R3 大岬小学校解体工事 2,409

R4

R5

令和3年度に建替え工事で進めている。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3 大岬小学校新築工事 71,665

３ 目標使用年数

本住宅は郡部の住宅であり、木造で建築より36年経過している。令和3年度に建替え工事で進めている。

４ 管理上の課題等

経過年数が36年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
71,239 121,049

収支 金額 123,158 102,003 115,961 66,151

支出

計 64,042 85,197

人件費 0 0
工事費 0 81,000

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 4,102 4,197 4,323 4,449

計 187,200 187,200 187,200 187,200

0 0

0 0

修繕費 59,940 0 66,916 0
光熱水費 0

事業費

0 116,600

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

187,200 187,200 187,200

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

187,200

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 34年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 8人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 120.00㎡ 築年月 昭和62年 主構造 木造

土地
敷地面積 1,136.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ６２−大岬小学校教員住宅（大岬） 所在地 稚内市宗谷岬

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 49 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は郡部の住宅であり、木造で建築より34年経過している。劣化状況等をみながら更新を検討する。

４ 管理上の課題等

経過年数が34年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
340,100 16,593

収支 金額 142,218 91,374 -195,260 128,247

支出

計 2,622 53,466

人件費 0 0
工事費 0 50,760

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 2,622 2,706 2,761 2,843

計 144,840 144,840 144,840 144,840

0 0

0 0

修繕費 0 0 149,740 13,750
光熱水費 0

事業費

187,599 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

144,840 144,840 144,840

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

144,840

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 28年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 5人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 71.00㎡ 築年月 平成5年 主構造 木造

土地
敷地面積 1,128.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−５大岬小学校教員住宅 所在地 稚内市宗谷岬

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 50 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は管理職住宅であり、木造で建築より28年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら

更新する。

４ 管理上の課題等

経過年数が28年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
174,384 6,485

収支 金額 138,778 -1,135,743 115,296 283,195

支出

計 6,062 1,280,583

人件費 0 0
工事費 0 1,274,400

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 6,062 6,183 6,364 6,485

計 144,840 144,840 289,680 289,680

0 0

0 0

修繕費 0 0 122,100 0
光熱水費 0

事業費

45,920 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

144,840 144,840 289,680

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

289,680

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 26年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 8人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 142.00㎡ 築年月 平成7年 主構造 木造

土地
敷地面積 1,128.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−７大岬小学校教員住宅 所在地 稚内市宗谷岬

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 51 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は郡部の住宅であり、木造で建築より26年経過している。劣化状況等をみながら更新を検討する。

４ 管理上の課題等

経過年数が26年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
3,916 3,981

収支 金額 0 208,440 252,044 251,979

支出

計 0 47,520

人件費 0 0
工事費 0 47,520

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 0 0 3,916 3,981

計 0 255,960 255,960 255,960

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

0 255,960 255,960

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

255,960

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 4年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 79.00㎡ 築年月 平成29年 主構造 木造

土地
敷地面積 546.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 H２９−大岬小学校教員住宅 所在地 稚内市宗谷岬

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 52 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は管理職住宅であり、木造で建築より4年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら更

新する。

４ 管理上の課題等

経過年数が4年のため大きな維持補修等はないが状況を必要最低限の修繕を行っていく。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
0 4,814

収支 金額 0 0 0 -4,814

支出

計 0 0

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 0 0 0 4,814

計 0 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 0年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 8人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 274.00㎡ 築年月 令和3年12月 主構造 木造

土地
敷地面積 1,136.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 R3 大岬小学校教員住宅 所在地 稚内市宗谷岬10番20号

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 53 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

修繕予定なし。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他
1,685 1,720

収支 金額 96,332 96,295 96,235 96,200

支出

計 1,588 1,625

人件費
工事費 0 0

0

使用料・賃借料

建物保険料 1,588 1,625 1,685 1,720

計 97,920 97,920 97,920 97,920

修繕費
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料

97,920 97,920 97,920

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

97,920

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 39年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 5人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 68.00㎡ 築年月 昭和57年 主構造 木造

土地
敷地面積 2,021.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ５７−宗谷小学校教員住宅（宗谷） 所在地 稚内市大字宗谷村字宗谷

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 54 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 37,767

R14

R17以降

R12

R13

R9

R10

R11

R6

R7

R8

R4

R5 宗谷小学校教員住宅新築工事 35,455

R5 宗谷小学校教員住宅解体工事 2,312

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は郡部の住宅であり、木造で建築より39年経過している。令和5年度に建替え工事の計画を考えている。

４ 管理上の課題等

経過年数が39年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
31,404 1,754

収支 金額 96,300 -1,322 66,516 96,166

支出

計 1,620 99,242

人件費 0 0
工事費 0 20,520

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 1,620 1,667 1,704 1,754

計 97,920 97,920 97,920 97,920

0 0

0 0

修繕費 0 77,055 29,700 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

97,920 97,920 97,920

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

97,920

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 37年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 5人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 68.00㎡ 築年月 昭和59年 主構造 木造

土地
敷地面積 2,021.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ５９−宗谷小学校教員住宅（宗谷） 所在地 稚内市大字宗谷村字宗谷

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 55 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 37,767

R14

R17以降

R12

R13

R9

R10

R11

R6

R7

R8

R4

R5 宗谷小学校教員住宅新築工事 35,455

R5 宗谷小学校教員住宅解体工事 2,312

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は郡部の住宅であり、木造で建築より39年経過している。令和5年度に建替え工事の計画を考えている。

４ 管理上の課題等

経過年数が39年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
66,046 94,072

収支 金額 179,305 247,674 223,514 195,488

支出

計 110,375 41,946

人件費 0 0
工事費 50,760 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 5,615 5,786 5,901 6,072

計 289,680 289,620 289,560 289,560

0 0

0 0

修繕費 54,000 36,160 16,945 72,600
光熱水費 0

事業費

43,200 15,400

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

289,680 289,620 289,560

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

289,560

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 27年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 8人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 142.00㎡ 築年月 平成6年 主構造 木造

土地
敷地面積 284.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−６宗谷小学校教員住宅 所在地 稚内市大字宗谷村字宗谷

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 56 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は管理職住宅であり、木造で建築より27年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら

更新する。

４ 管理上の課題等

経過年数が27年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
145,846 18,450

収支 金額 170,137 -13,742 27,554 154,950

支出

計 3,263 187,142

人件費 0 0
工事費 0 157,464

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 3,263 3,326 3,426 3,490

計 173,400 173,400 173,400 173,400

0 0

0 0

修繕費 0 26,352 99,220 14,960
光熱水費 0

事業費

43,200 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

173,400 173,400 173,400

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

173,400

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 26年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 5人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 85.00㎡ 築年月 平成7年 主構造 木造

土地
敷地面積 1,128.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−７宗谷小学校教員住宅 所在地 稚内市大字宗谷村字宗谷

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 57 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は管理職住宅であり、木造で建築より26年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら

更新する。

４ 管理上の課題等

経過年数が26年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
1,075 0

収支 金額 -1,025 -1,049 -1,075 0

支出

計 1,025 1,049

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 1,025 1,049 1,075 0

計 0 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 43年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 5人槽

耐震性能 旧耐震

市ほか
延床面積 57.00㎡ 築年月 昭和53年 主構造 木造

土地
敷地面積 2,871.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ５３−西小中学校教員住宅（豊浜） 所在地 稚内市西浜１丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

使用不可

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 58 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

使用予定なし。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

現在閉鎖中。

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
1,559 0

収支 金額 -1,488 -1,530 -1,559 0

支出

計 1,488 1,530

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 1,488 1,530 1,559 0

計 0 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 42年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 5人槽

耐震性能 旧耐震

市ほか
延床面積 57.00㎡ 築年月 昭和54年 主構造 木造

土地
敷地面積 2,871.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ５４−西小中学校教員住宅（豊浜） 所在地 稚内市西浜１丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

使用不可

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 59 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

使用予定なし。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

現在閉鎖中。

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
1,672 0

収支 金額 -1,575 -1,625 -1,672 0

支出

計 1,575 1,625

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 1,575 1,625 1,672 0

計 0 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 40年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 5人槽

耐震性能 旧耐震

市ほか
延床面積 73.00㎡ 築年月 昭和56年 主構造 木造

土地
敷地面積 2,871.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ５６−西小中学校教員住宅（豊浜） 所在地 稚内市西浜１丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

使用不可

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 60 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

修繕予定なし。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

空き住宅だが、築年数が40年を経過し、使用実績が少ないことから、引き続きの使用は困難。

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
1,704 0

収支 金額 -1,620 -1,667 -1,704 0

支出

計 1,620 1,667

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 1,620 1,667 1,704 0

計 0 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 38年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 5人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 68.00㎡ 築年月 昭和58年 主構造 木造

土地
敷地面積 2,871.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ５８−西小中学校教員住宅（豊浜） 所在地 稚内市西浜１丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 61 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

修繕予定なし。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

空き住宅だが、築年数が40年を経過し、使用実績が少ないことから、引き続きの使用は困難。

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
1,704 0

収支 金額 -1,620 -1,667 -1,704 0

支出

計 1,620 1,667

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 1,620 1,667 1,704 0

計 0 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 37年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 5人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 75.00㎡ 築年月 昭和59年 主構造 木造

土地
敷地面積 308.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ５９−西小中学校教員住宅（富士見５） 所在地 稚内市富士見5丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 62 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

修繕予定なし。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

空き住宅だが、築年数が37年を経過し、使用実績が少ないことから、引き続きの使用は困難。

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
0 0

収支 金額 -30,153 0 0 0

支出

計 30,153 0

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 30,153 0 0 0

計 0 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 38年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 139.00㎡ 築年月 昭和58年 主構造 木造

土地
敷地面積 13,285.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 第一種中高層住居専用地域 建蔽率 60% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ５８−若葉台教員住宅（補） 所在地 稚内市若葉台１丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 63 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

必要に応じて民間への売却も視野に入れ検討する。

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

木造で建築より38年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら閉鎖する。

４ 管理上の課題等

経過年数が38年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
6,826 6,974

収支 金額 26,050 -6,680 -6,826 -6,974

支出

計 73,310 6,680

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 6,490 6,680 6,826 6,974

計 99,360 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 66,820 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

99,360 0 0

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 38年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 139.00㎡ 築年月 昭和58年 主構造 木造

土地
敷地面積 13,285.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 第一種中高層住居専用地域 建蔽率 60% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ５８−若葉台教員住宅（補） 所在地 稚内市若葉台１丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 64 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

必要に応じて民間への売却も視野に入れ検討する。

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

木造で建築より38年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら閉鎖する。

４ 管理上の課題等

経過年数が38年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
0 0

収支 金額 -25,071 0 0 0

支出

計 25,071 0

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 25,071 0 0 0

計 0 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 38年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 139.00㎡ 築年月 昭和59年 主構造 木造

土地
敷地面積 13,285.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 第一種中高層住居専用地域 建蔽率 60% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ５９−若葉台教員住宅（補） 所在地 稚内市若葉台１丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 65 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

必要に応じて民間への売却も視野に入れ検討する。

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

木造で建築より38年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら閉鎖する。

４ 管理上の課題等

経過年数が38年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
6,826 7,022

収支 金額 -6,490 -6,680 -6,826 -7,022

支出

計 6,490 6,680

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 6,490 6,680 6,826 7,022

計 0 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 38年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 139.00㎡ 築年月 昭和59年 主構造 木造

土地
敷地面積 13,285.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 第一種中高層住居専用地域 建蔽率 60% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ５９−若葉台教員住宅（補） 所在地 稚内市若葉台１丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 66 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

必要に応じて民間への売却も視野に入れ検討する。

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

木造で建築より38年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら閉鎖する。

４ 管理上の課題等

経過年数が38年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
308,161 35,303

収支 金額 280,800 103,728 66,239 339,097

支出

計 0 83,472

人件費 0 0
工事費 0 66,852

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 0 7,440 7,621 7,803

計 280,800 187,200 374,400 374,400

0 0

0 0

修繕費 0 9,180 108,444 0
光熱水費 0

事業費

192,096 27,500

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

280,800 187,200 374,400

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

374,400

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 33年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 240.00㎡ 築年月 昭和63年 主構造 木造

土地
敷地面積 13,285.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 第一種中高層住居専用地域 建蔽率 60% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ６３−若葉台教員住宅（補） 所在地 稚内市若葉台１丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 67 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

必要に応じて民間への売却も視野に入れ検討する。

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

木造で建築より33年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら閉鎖する。

４ 管理上の課題等

経過年数が33年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
3,371 3,442

収支 金額 -3,179 -3,250 -3,371 -3,442

支出

計 3,179 3,250

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 3,179 3,250 3,371 3,442

計 0 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 39年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 139.00㎡ 築年月 昭和57年 主構造 木造

土地
敷地面積 1,847.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 第一種中高層住居専用地域 建蔽率 60% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ５７−潮見５−２−２１教員住宅（補） 所在地 稚内市潮見５丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

使用不可

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 68 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

使用予定なし。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

現在閉鎖中。

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
6,695 6,840

収支 金額 -99,648 -6,503 -6,695 -6,840

支出

計 196,128 6,503

人件費 0 0
工事費 196,128 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 0 6,503 6,695 6,840

計 96,480 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

96,480 0 0

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 40年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 旧耐震

市ほか
延床面積 266.00㎡ 築年月 昭和56年 主構造 木造

土地
敷地面積 480.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 第一種低層住居専用地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ５６−富岡５−４−２教員住宅（補） 所在地 稚内市富岡５丁目４番２号

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 69 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

必要に応じて民間への売却も視野に入れ検討する。

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

木造で建築より40年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら閉鎖する。

４ 管理上の課題等

経過年数が40年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
3,374 3,447

収支 金額 -3,182 -3,253 -3,374 -3,447

支出

計 3,182 3,253

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 3,182 3,253 3,374 3,447

計 0 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 39年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 139.00㎡ 築年月 昭和57年 主構造 木造

土地
敷地面積 480.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 第一種低層住居専用地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ５７−富岡５−４−１教員住宅（補） 所在地 稚内市富岡５丁目４番１号

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 70 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

必要に応じて民間への売却も視野に入れ検討する。

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

木造で建築より39年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら閉鎖する。

４ 管理上の課題等

経過年数が39年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
4,710 4,791

収支 金額 219,943 109,246 219,690 219,609

支出

計 4,457 115,154

人件費 0 0
工事費 0 39,830

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 4,457 4,584 4,710 4,791

計 224,400 224,400 224,400 224,400

0 0

0 0

修繕費 0 70,740 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

224,400 224,400 224,400

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

224,400

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 21年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 85.00㎡ 築年月 平成12年 主構造 木造

土地
敷地面積 1,994.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 第一種低層住居専用地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−１２富岡４−３−９（潮小）教員住宅 所在地 稚内市富岡４丁目３番９号

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 71 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は管理職住宅であり、木造で建築より21年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら

更新する。

４ 管理上の課題等

経過年数が21年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
0 0

収支 金額 0 0 0 0

支出

計 0 0

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 0 0 0 0

計 0 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 47年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 旧耐震

市ほか
延床面積 181.00㎡ 築年月 昭和49年 主構造 木造

土地
敷地面積 5,278.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 第一種住居地域 建蔽率 60% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ４９−宝来５−８−１４教員住宅（補） 所在地 稚内市宝来５丁目８番14号

設置根拠
条例・規則・

要綱等

使用不可

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 72 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

使用予定なし。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

現在閉鎖中。

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
6,517 0

収支 金額 0 -6,338 -6,517 0

支出

計 0 6,338

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 0 6,338 6,517 0

計 0 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 45年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 旧耐震

市ほか
延床面積 249.00㎡ 築年月 昭和51年 主構造 木造

土地
敷地面積 5,278.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 第一種住居地域 建蔽率 60% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ５１−宝来５−８−７教員住宅（補） 所在地 稚内市宝来５丁目８番７号

設置根拠
条例・規則・

要綱等

使用不可

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 73 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

使用予定なし。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

現在閉鎖中。

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
0 0

収支 金額 -2,114 0 0 0

支出

計 2,114 0

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 2,114 0 0 0

計 0 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 35年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 60.00㎡ 築年月 昭和61年 主構造 木造

土地
敷地面積 4,122.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ６１−富磯小学校教員住宅（富磯） 所在地 稚内市大字宗谷村字富磯

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 74 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 34,157

R14

R15

R12

R13

R9

R10

R11

R7 富磯小学校教員住宅新築工事 32,066

R7 富磯小学校教員住宅解体工事 2,091

R8

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は郡部の住宅であり、木造で建築より35年経過している。令和7年度に建替え工事の計画を考えている。

４ 管理上の課題等

経過年数が35年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
1,975 51,525

収支 金額 96,405 31,571 96,305 46,755

支出

計 1,875 66,709

人件費 0 0
工事費 0 64,800

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 1,875 1,909 1,975 2,025

計 98,280 98,280 98,280 98,280

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 49,500

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

98,280 98,280 98,280

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

98,280

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 32年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 7人槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 63.00㎡ 築年月 平成元年 主構造 木造

土地
敷地面積 4,122.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−１富磯小学校教員住宅 所在地 稚内市大字宗谷村字富磯

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 75 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 34,157

R14

R15

R12

R13

R9

R10

R11

R7 富磯小学校教員住宅新築工事 32,066

R7 富磯小学校教員住宅解体工事 2,091

R8

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は郡部の住宅であり、木造で建築より35年経過している。令和7年度に建替え工事の計画を考えている。

４ 管理上の課題等

経過年数が35年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 76 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当
施設名称 Ｈ−３富磯小学校教員住宅 所在地 稚内市大字宗谷村字富磯

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

地上 1階 地下 − 非常用井戸 無

土地
敷地面積 4,122.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 30年

市ほか
延床面積 51.00㎡ 築年月 平成3年 主構造 木造

棟数 1棟 所有形態

耐震性能 新耐震

建築基準法第12条点検データ 無
防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所 指定無

単独浄化槽
バリアフリー

等対応状況 −無 ＡＥＤ
玄関 −無 通路 −無 階段

ＥＶ −無 標示 −無

建物

原付・バイク 自転車

−無 建物内段差 −無
ＷＣ

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）
駐車場 自動車

−無

下水道 − 合併浄化槽 7人槽

令和2年度 備考

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0 0

運営委託料

使用料 79,920 79,920 79,920 79,920

0 0 0

0

79,920

27,692 100,825

0
指定管理料 0 0 0 0

事業費 0 0 0 0

その他 0 0 0 0
計 79,920 79,920 79,920

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0
修繕費 0 0 25,920 99,000

光熱水費 0 0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 1,683 1,735

0

工事費 69,660 0 0 0
人件費 0 0 0 0

78,185 52,228 -20,905

支出

計 71,343 1,735
収支 金額 8,577

1,772 1,825

その他 0 0 0



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

年度 金額 内容 年度 金額 内容

市民以外利用者使用料等割増

利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称

平成29年度 平成30年度 令和1年度 令和2年度 4ヵ年平均

利用可能コマ数

利用者数

利用コマ数

利用者数

利用コマ数
稼働率

稼働率
年間

利用

状況

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

利用可能コマ数

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について



年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R7

R5

R6

３ 目標使用年数

本住宅は郡部の住宅であり、木造で建築より30年経過している。劣化状況等をみながら更新を検討する。

４ 管理上の課題等

経過年数が30年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

R4

R3

R9

R12

R10

R11

R8

R13

R14

合 計 0

R15

R16



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
171,745 34,104

収支 金額 -191,677 115,762 117,935 255,576

支出

計 336,517 173,918

人件費 0 0
工事費 162,959 73,440

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 5,078 5,238 5,346 5,504

計 144,840 289,680 289,680 289,680

0 0

0 0

修繕費 168,480 95,240 12,420 0
光熱水費 0

事業費

153,979 28,600

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

144,840 289,680 289,680

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

289,680

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 28年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 8人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 142.00㎡ 築年月 平成5年 主構造 木造

土地
敷地面積 4,122.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−５富磯小学校教員住宅 所在地 稚内市大字宗谷村字富磯

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 77 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は郡部の住宅であり、木造で建築より28年経過している。劣化状況等をみながら更新を検討する。

４ 管理上の課題等

経過年数が28年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
2,956 136,551

収支 金額 142,024 121,449 141,884 8,289

支出

計 2,816 23,391

人件費 0 0
工事費 0 20,520

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 2,816 2,871 2,956 3,011

計 144,840 144,840 144,840 144,840

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 133,540

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

144,840 144,840 144,840

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

144,840

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 26年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 5人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 71.00㎡ 築年月 平成7年 主構造 木造

土地
敷地面積 4,122.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−７富磯小学校教員住宅 所在地 稚内市大字宗谷村字富磯

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 78 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は管理職住宅であり、木造で建築より26年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら

更新する。

４ 管理上の課題等

経過年数が26年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
129,567 100,016

収支 金額 141,861 136,374 15,273 44,824

支出

計 2,979 8,466

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 2,979 3,066 3,127 3,216

計 144,840 144,840 144,840 144,840

0 0

0 0

修繕費 0 5,400 83,240 74,800
光熱水費 0

事業費

43,200 22,000

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

144,840 144,840 144,840

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

144,840

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 25年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 5人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 71.00㎡ 築年月 平成8年 主構造 木造

土地
敷地面積 4,122.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−８富磯小学校教員住宅 所在地 稚内市大字宗谷村字富磯

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 79 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は管理職住宅であり、木造で建築より25年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら

更新する。

４ 管理上の課題等

経過年数が25年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
0 0

収支 金額 -2,135 0 0 0

支出

計 2,135 0

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 2,135 0 0 0

計 0 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 35年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 5人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 60.00㎡ 築年月 昭和61年 主構造 木造

土地
敷地面積 909.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ６１−東浦小中学校教員住宅（東浦） 所在地 稚内市大字宗谷村字東浦

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 80 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

必要に応じて民間への売却も視野に入れ検討する。

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

廃校のため教員の入居予定なし。木造で建築より35年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみな

がら閉鎖する。

４ 管理上の課題等

経過年数が35年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
538,295 444,276

収支 金額 -116,757 317,956 116,905 -66,876

支出

計 584,757 347,244

人件費 0 0
工事費 426,924 252,660

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 14,517 14,880 15,243 15,606

計 468,000 665,200 655,200 377,400

0 0

0 0

修繕費 143,316 79,704 236,312 182,820
光熱水費 0

事業費

286,740 245,850

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

468,000 665,200 655,200

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

377,400

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 33年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 2棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 480.00㎡ 築年月 昭和63年 主構造 木造

土地
敷地面積 877.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 第一種中高層住居専用地域 建蔽率 60% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 ６３−こまどり３−２−２教員住宅（補） 所在地 稚内市こまどり３丁目２番２号

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 81 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

必要に応じて民間への売却も視野に入れ検討する。

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

木造で建築より33年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら閉鎖する。

４ 管理上の課題等

経過年数が33年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
616,614 3,981

収支 金額 3,240 9,639 -420,054 94,299

支出

計 193,320 186,921

人件費 0 0
工事費 193,320 84,024

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 0 3,753 3,884 3,981

計 196,560 196,560 196,560 98,280

0 0

0 0

修繕費 0 99,144 101,230 0
光熱水費 0

事業費

511,500 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

196,560 196,560 196,560

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

98,280

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 32年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 7人槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 126.00㎡ 築年月 平成元年 主構造 木造

土地
敷地面積 2,455.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−１宗谷中学校教員住宅 所在地 稚内市大字宗谷村字宗谷

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 82 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 70,915

R14

R15

R12

R13

R9

R10

R11

R6 宗谷中学校教員住宅解体工事 5,219

R7

R8

R4

R5

R6 宗谷中学校教員住宅新築工事 65,696

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は郡部の住宅であり、木造で建築より32年経過している。令和6年度に建替え工事の計画を考えている。

４ 管理上の課題等

経過年数が32年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
172,878 4,089

収支 金額 187,200 161,333 14,322 183,111

支出

計 0 25,867

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 0 3,900 3,976 4,089

計 187,200 187,200 187,200 187,200

0 0

0 0

修繕費 0 21,967 77,102 0
光熱水費 0

事業費

91,800 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

187,200 187,200 187,200

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

187,200

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 31年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 120.00㎡ 築年月 平成2年 主構造 木造

土地
敷地面積 2,455.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−２宗谷中学校教員住宅 所在地 稚内市大字宗谷村字宗谷

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 83 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 70,915

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R6 宗谷中学校教員住宅解体工事 5,219 辺地債100％

R8

R9

R4

R5

R6 宗谷中学校教員住宅新築工事 65,696 辺地債100％

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は郡部の住宅であり、木造で建築より32年経過している。令和6年度に建替え工事の計画を考えている。

４ 管理上の課題等

経過年数が32年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
2,653 73,792

収支 金額 108,120 73,306 142,187 71,048

支出

計 36,720 71,534

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 0 2,598 2,653 2,732

計 144,840 144,840 144,840 144,840

0 0

0 0

修繕費 36,720 68,936 0 71,060
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

144,840 144,840 144,840

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

144,840

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 28年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 5人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 71.00㎡ 築年月 平成5年 主構造 木造

土地
敷地面積 1,851.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−５宗谷中学校教員住宅 所在地 稚内市大字宗谷村字清浜

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 84 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は管理職住宅であり、木造で建築より28年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら

更新する。

４ 管理上の課題等

経過年数が28年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
197,335 24,612

収支 金額 222,612 210,607 92,345 265,068

支出

計 67,068 79,073

人件費 0 0
工事費 0 73,440

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 0 5,633 5,743 5,912

計 289,680 289,680 289,680 289,680

0 0

0 0

修繕費 67,068 0 97,632 18,700
光熱水費 0

事業費

93,960 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

289,680 289,680 289,680

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

289,680

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 27年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 8人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 142.00㎡ 築年月 平成6年 主構造 木造

土地
敷地面積 1,851.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−６宗谷中学校教員住宅 所在地 稚内市大字宗谷村字清浜

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 85 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は郡部の住宅であり、木造で建築より27年経過している。劣化状況等をみながら更新を検討する。

４ 管理上の課題等

経過年数が27年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
142,956 87,711

収支 金額 94,080 55,569 1,884 57,129

支出

計 50,760 89,271

人件費 0 0
工事費 50,760 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 0 2,871 2,956 3,011

計 144,840 144,840 144,840 144,840

0 0

0 0

修繕費 0 86,400 96,800 84,700
光熱水費 0

事業費

43,200 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

144,840 144,840 144,840

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

144,840

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 26年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 5人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 71.00㎡ 築年月 平成7年 主構造 木造

土地
敷地面積 1,851.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−７宗谷中学校教員住宅 所在地 稚内市大字宗谷村字清浜

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 86 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は郡部の住宅であり、木造で建築より26年経過している。劣化状況等をみながら更新を検討する。

４ 管理上の課題等

経過年数が26年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
90,823 3,511

収支 金額 38,616 103,090 96,617 183,929

支出

計 148,824 84,350

人件費 0 0
工事費 0 81,000

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 0 3,350 3,413 3,511

計 187,440 187,440 187,440 187,440

0 0

0 0

修繕費 148,824 0 12,420 0
光熱水費 0

事業費

74,990 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

187,440 187,440 187,440

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

187,440

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 23年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 5人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 71.00㎡ 築年月 平成10年 主構造 木造

土地
敷地面積 700.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−１０宗谷中学校教員住宅 所在地 稚内市大字宗谷村字清浜

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 87 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は管理職住宅であり、木造で建築より23年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら

更新する。

４ 管理上の課題等

経過年数が23年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
280,675 352,282

収支 金額 453,515 107,777 210,725 335,678

支出

計 234,445 483,083

人件費 0 0
工事費 148,284 124,540

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 19,201 19,543 20,229 20,742

計 687,960 590,860 491,400 687,960

0 0

0 0

修繕費 66,960 339,000 260,446 152,020
光熱水費 0

事業費

0 179,520

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

687,960 590,860 491,400

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

687,960

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 32年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 3棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 756.00㎡ 築年月 平成元年 主構造 木造

土地
敷地面積 1,378.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 第一種住居地域 建蔽率 60% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−１緑５−２３教員住宅 所在地 稚内市緑５丁目23

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 88 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

必要に応じて民間への売却も視野に入れ検討する。

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

木造で建築より32年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら閉鎖する。

４ 管理上の課題等

経過年数が32年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
0 0

収支 金額 275,400 275,400 275,400 275,400

支出

計 0 0

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 0 0 0 0

計 275,400 275,400 275,400 275,400

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

275,400 275,400 275,400

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

275,400

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 12年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 85.32㎡ 築年月 平成21年 主構造 木造

土地
敷地面積 1,313.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 第一種中高層住居専用地域 建蔽率 60% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ２１−緑１−２５６１教員住宅 所在地 稚内市緑１丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 89 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は管理職住宅であり、木造で建築より12年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら

更新する。

４ 管理上の課題等

経過年数が12年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
8,284 8,521

収支 金額 143,502 150,526 89,996 89,759

支出

計 53,058 46,034

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 7,968 8,126 8,284 8,521

計 196,560 196,560 98,280 98,280

0 0

0 0

修繕費 45,090 37,908 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

196,560 196,560 98,280

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

98,280

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 31年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 252.00㎡ 築年月 平成2年 主構造 木造

土地
敷地面積 459.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 第一種住居地域 建蔽率 60% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−２緑５東小学校教員住宅 所在地 稚内市緑５丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 90 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

必要に応じて民間への売却も視野に入れ検討する。

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

木造で建築より31年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら閉鎖する。

４ 管理上の課題等

経過年数が31年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
4,021 3,981

収支 金額 255,960 255,960 251,939 251,979

支出

計 0 0

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 0 0 4,021 3,981

計 255,960 255,960 255,960 255,960

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

255,960 255,960 255,960

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

255,960

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 5年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 79.00㎡ 築年月 平成28年 主構造 木造

土地
敷地面積 450.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 第一種中高層住居専用地域 建蔽率 80% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ２８−東小学校教員住宅 所在地 稚内市はまなす1丁目1番28号

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 91 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は管理職住宅であり、木造で建築より5年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら更

新する。

４ 管理上の課題等

経過年数が5年のため大きな維持補修等はないが状況を必要最低限の修繕を行っていく。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
4,142 4,260

収支 金額 -3,984 -4,063 -4,142 -4,260

支出

計 3,984 4,063

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 3,984 4,063 4,142 4,260

計 0 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 31年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 8人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 126.00㎡ 築年月 平成2年 主構造 木造

土地
敷地面積 2,871.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−２西小学校教員住宅 所在地 稚内市西浜１丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 92 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

修繕予定なし。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

空き住宅だが、築年数が31年を経過し、使用実績が少ないことから、引き続きの使用は困難。

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
3,976 4,089

収支 金額 -104 -3,900 -3,976 -4,089

支出

計 187,304 3,900

人件費 0 0
工事費 129,480 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 3,824 3,900 3,976 4,089

計 187,200 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 54,000 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

187,200 0 0

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 31年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 120.00㎡ 築年月 平成2年 主構造 木造

土地
敷地面積 496.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−２声問小学校教員住宅 所在地 稚内市声問５丁目26番17号

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 93 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

必要に応じて民間への売却も視野に入れ検討する。

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

木造で建築より31年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら閉鎖する。

４ 管理上の課題等

経過年数が31年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
3,729 72,682

収支 金額 445,247 421,416 445,071 376,118

支出

計 3,553 27,384

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 3,553 3,624 3,729 3,800

計 448,800 448,800 448,800 448,800

0 0

0 0

修繕費 0 23,760 0 9,350
光熱水費 0

事業費

0 59,532

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

448,800 448,800 448,800

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

448,800

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 24年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 2棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 170.00㎡ 築年月 平成9年 主構造 木造

土地
敷地面積 973.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−９声問小学校教員住宅 所在地 稚内市声問５丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 94 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 更新

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



 

合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は管理職住宅であり、木造で建築より24年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら

更新する。

４ 管理上の課題等

経過年数が24年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
45,755 243,602

収支 金額 85,873 -2,903 -45,755 -243,602

支出

計 101,567 2,903

人件費 0 0
工事費 70,642 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 2,845 2,903 2,987 3,042

計 187,440 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 28,080 0 0 180,280
光熱水費 0

事業費

42,768 60,280

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

187,440 0 0

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 24年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 71.00㎡ 築年月 平成9年 主構造 木造

土地
敷地面積 736.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−９声問小学校教員住宅２ 所在地 稚内市声問５丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 95 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

必要に応じて民間への売却も視野に入れ検討する。

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



 

合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

木造で建築より24年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら閉鎖する。

４ 管理上の課題等

経過年数が24年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
2,317 2,361

収支 金額 12,610 84,245 142,523 142,479

支出

計 132,230 43,065

人件費 0 0
工事費 96,336 40,819

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 2,198 2,246 2,317 2,361

計 144,840 127,310 144,840 144,840

0 0

0 0

修繕費 33,696 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

144,840 127,310 144,840

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

144,840

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 29年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 5人槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 71.00㎡ 築年月 平成4年 主構造 木造

土地
敷地面積 762.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−４上勇知小学校教員住宅 所在地 稚内市大字抜海村字上ユーチ原野

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 96 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



 

合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

大規模な修繕予定なし。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

築年数が29年を経過し、廃校になったため教員は住んでおらず、一般市民が入居している。可能な限り使用するが大規

模な修繕は行わない。

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
3,087 3,145

収支 金額 184,498 184,440 184,353 184,295

支出

計 2,942 3,000

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 2,942 3,000 3,087 3,145

計 187,440 187,440 187,440 187,440

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

187,440 187,440 187,440

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

187,440

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 1階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 24年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 −

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽 5人槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 71.00㎡ 築年月 平成9年 主構造 木造

土地
敷地面積 1,678.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 建蔽率 容積率

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−９上勇知小学校教員住宅 所在地 稚内市大字抜海村字上ユーチ原野

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 97 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



 

合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

大規模な修繕予定なし。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

築年数が24年を経過し、廃校になったため教員は住んでおらず、一般市民が入居している。可能な限り使用するが大規

模な修繕は行わない。

４ 管理上の課題等

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
0 0

収支 金額 0 0 0 0

支出

計 0 0

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 0 0 0 0

計 0 0 0 0

0 0

0 0

修繕費 0 0 0 0
光熱水費 0

事業費

0 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

0

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 1年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 79.00㎡ 築年月 令和2年 主構造 木造

土地
敷地面積 450.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 第一種中高層住居専用地域 建蔽率 80% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 稚内東中学校教員住宅 所在地 稚内市潮見５丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 98 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 現状維持

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

本住宅は管理職住宅であり、木造で建築より1年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら更

新する。

４ 管理上の課題等

経過年数が1年のため大きな維持補修等はないが状況を必要最低限の修繕を行っていく。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
83,846 433,686

収支 金額 687,762 645,973 748,474 398,634

支出

計 144,558 186,347

人件費 0 0
工事費 144,558 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 0 13,547 13,970 14,251

計 832,320 832,320 832,320 832,320

0 0

0 0

修繕費 0 172,800 69,876 127,655
光熱水費 0

事業費

0 291,780

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

832,320 832,320 832,320

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

832,320

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 29年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 408.00㎡ 築年月 平成4年 主構造 木造

土地
敷地面積 4,940.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制

市ほか
用途地域 第一種中高層住居専用地域 建蔽率 80% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−４稚内東中学校教員住宅 所在地 稚内市はまなす１丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 99 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

必要に応じて民間への売却も視野に入れ検討する。

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

木造で建築より29年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら閉鎖する。

４ 管理上の課題等

経過年数が29年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針



課

(1)施設概要

(2)維持管理コスト 単位：円

その他 0 0 0 0
61,216 94,062

収支 金額 278,328 368,355 313,664 280,818

支出

計 96,552 6,525

人件費 0 0
工事費 0 0

0 0

0

使用料・賃借料 0 0 0 0
建物保険料 0 6,525 6,706 6,887

計 374,880 374,880 374,880 374,880

0 0

0 0

修繕費 96,552 0 13,200 87,175
光熱水費 0

事業費

41,310 0

0 0

施設管理委託料 0 0 0 0

374,880 374,880 374,880

その他 0 0 0 0
0

0

運営委託料 0 0 0
0

利便性 最寄鉄道駅又はバス停の名称 施設までの所要時間（分）

374,880

収入

平成29年度 平成30年度 令和1年度

事業収入 0 0
指定管理料 0 0 0

0

令和2年度 備考
使用料

ＥＶ −無 標示 −無 ＡＥＤ

駐車場 自動車

バリアフリー

等対応状況

建物

原付・バイク 自転車

防災倉庫 − 指定避難場所 指定無 指定避難所

地上 2階 地下 − 非常用井戸

市 所有者名

耐用年数 40年 経過年数 21年

玄関 −無 通路 −無 階段

指定無

下水道 ○

−無
−無 建物内段差 −無

ＷＣ −無

棟数 1棟 所有形態

無
建築基準法第12条点検データ 無

合併浄化槽 単独浄化槽

耐震性能 新耐震

市ほか
延床面積 143.00㎡ 築年月 平成12年 主構造 木造

土地
敷地面積 4,940.00㎡ 所有形態 市 所有者名

その他規制
用途地域 第一種中高層住居専用地域 建蔽率 80% 容積率 200%

施設配置状況
建物内施設
敷地内建物
管理形態 直営 管理者 市

施設名称 Ｈ−１２稚内東中学校教員住宅 所在地 稚内市はまなす１丁目

設置根拠
条例・規則・

要綱等

稚内市教員住宅貸付規則

施設個票
１ 施設の概要

施設番号 100 用途分類 その他施設 所管課 学校教育 学校管理G 担当



※平成28年度以前に行った改修工事・修繕で、主として建物に関すること（100万円以上）

(3)施設利用状況（保育所・学童保育所以外の施設※一般の利用者、貸出し等がある施設）

(3)民間等(町内会等を含む)への譲渡の検討について

必要に応じて民間への売却も視野に入れ検討する。

(4)国・道との協働の検討について

２ 管理に関する基本的な方針

基本的な方針 除却

郡部は、冬期間の吹雪等による通勤に影響がでることから学校周辺に住宅整備（更新）を引き続き行う。市街地は管理

職が緊急時に対応できるよう管理職住宅の更新を進め、その他は必要最低限の修繕とし、可能な限り使用する。

(1)集約・複合化の検討について

(2)公民連携の検討について

稼働率
利用コマ数

利用可能コマ数

利用可能コマ数

利用者数

平成29年度 平成30年度 令和1年度

年間

利用

状況

利用者数

利用コマ数
稼働率

令和2年度 4ヵ年平均

市民以外利用者使用料等割増

使用料等徴収 使用料等減免基準 使用料等減免基準名称
利用条件

年間会館日数 定員 市民以外利用

休館日
利用者属性

年度 金額 内容 年度 金額 内容



合 計 0

R15

R16

R13

R14

R10

R11

R12

R7

R8

R9

R4

R5

R6

基本的には大規模改修は行わず現状維持での修繕等を行う。

６ 管理に関する実施計画

年度 大規模な改修・修繕等の内容 概算額(千円) 備 考

R3

３ 目標使用年数

木造で建築より21年経過している。築40年までを使用目途とするが、劣化状況をみながら閉鎖する。

４ 管理上の課題等

経過年数が21年経っていることから維持費がかかっている。

５ 管理に関する実施方針


